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序 章 
 

１ 文化財保存活用地域計画作成の目的 

 文化財は、地域の人たちの生活、営みから生まれ、受け継がれてきたもので、まさに、

地域の人たちが積み重ねてきた歴史の証しです。単なる「もの・こと」ではなく、その時々

の暮らし、文化、風土、人々の思いを現代の私たちに伝えてくれるとともに、将来の方向

性を示す道標になりうるものです。 

 しかしながら、人口減少社会を迎え、少子高齢化、核家族化の進行などに伴い、地域の

コミュニティーの力が減退してきていることは否めず、特に地方では、人口の流出により、

社会の担い手不足が深刻化し、ＤＸ(註 1)などによる利便性と経済的成長を追求する社会の

急速な変化に対して、文化財を守り伝えることが難しくなっています。中には、消失、散

逸などのほか、後継者がいないため継承できない事態も見られ、次代に伝える役割を果た

すことに大きな課題を抱えています。 

 文化財や歴史文化は、郷土が生み、先人が育んできた貴重な宝で、時代が変わっても守

り、その時々に応じた形で育て、未来の地域社会に渡すことが必要です。 

 『袋井市文化財保存活用地域計画』は、市民一人ひとりが、文化財の価値をあらためて

認識し、地域総がかりで守り、文化財とそれをとりまく環境を一体のものとして、コミュ

ニティの再生や観光、まちづくりに活用し、これにより、次代へ継承していくことを目的

に作成したものです。 

 

 註1 「企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、顧客や社 

会のニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、 

組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、競争上の優位性を確立すること。」 

「ＤＸ推進ガイドライン」 平成30年(2018年)  経済産業省 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化財と歴史文化 

 文化財の定義については、文化審議会文化財分科会企画調査会報告(平成19年10月)において「指定

等の措置がとられているか否かにかかわらず、歴史上または芸術上等価値が高いあるいは人々の生活

の理解のために必要なすべての文化的所産」とされています。 
本計画の対象とする「文化財」とは、文化財保護法第２条に規定される有形文化財・無形文化財・

民俗文化財・記念物・文化的景観・伝統的建造物群の６つの類型(この中には国や地方公共団体に指定

等されたものだけでなく、何ら行政による保護措置が図られていない、いわゆる未指定文化財も含む)

に加え、埋蔵文化財や文化財を次世代へ継承する上で欠かせない文化財の材料製作・修理等の伝統的

な保存技術についても、幅広く対象としています。 

また、文化財類型に当てはまらない、地域で語り継がれてきた伝承(昔話)などについても、本計画

では文化財として扱うこととします。 

なお、歴史文化については以下の概念を用います。「文化財が置かれている自然環境や周囲の景観、

文化財を支える人々の活動」などが一体となってつくり出す環境の総体を歴史文化と定義します。（文

化庁『「歴史文化基本構想」策定技術指針』平成24年(2012年)2月） 
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２ 計画の位置づけ 

 本計画は、文化財保護法第183条の3で規定された計画であり、静岡県が策定した『静岡

県文化財保存活用大綱』〔令和２年(2020年)３月〕を踏まえて作成するとともに、本市の

最上位計画である「第２次総合計画後期基本計画」〔令和２年(2020年)12月〕及び「袋井

市教育大綱」〔令和３年(2021年)〕、更には、次に掲げる分野別の各計画と整合が図られ

るように作成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）上位の計画 

ア 第２次 袋井市総合計画 後期基本計画 

〔令和２年(2020年)12月 策定、期間：令和３年度(2021年度)〜７年度(2025年度)〕 

第２次袋井市総合計画は、時代の潮流を踏まえながら、未来に向けたまちづくりを

着実に行うため、「まちづくりの羅針盤」、「協働の行動指針」、「進行管理のもの

さし」という３つの役割を掲げています。 

  

イ 袋井市教育大綱 

〔令和３年(2021年)３月 策定、期間：令和３年度(2021年度)〜令和７年度(2025年度)〕 

「心ゆたかな人づくり」の基本理念のもと、「学びたい時に、誰もが学ぶことができ

る環境を整える」との基本方針の中で、生涯にわたって学ぶことができるよう、良好

な学びの環境を整えることの必要性を示しています。 

など 

 
 
 
文化財保護法 

 
 
 

 
 
 

静岡県 
文化財保存活用大綱 

① 袋井市生涯学習推進大綱 

② 袋井市地域防災計画 

③ 袋井市観光基本計画 

④ 袋井市都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ 

⑤ 袋井市緑の基本計画 

⑥ ふくろいの風景づくり計画 

⑦ 袋井市景観計画 

⑧ 第 2期 輝く“ふくろい” 

まち・ひと・しごと創生総合戦略 

 
 

袋 井 市 
文化財保存活用 

地 域 計 画 

 

第２次 袋井市総合計画 後期基本計画 

  「活力と創造で未来を先取る 

日本一健康文化都市」 

 策定:令和２年(2020年) 12月 
期間:令和３年度(2021年度)～令和７年度(2025年度) 
年) 

袋 井 市 教 育 大 綱 

策定:令和３年(2021年)３月・期間:令和３年度（2021年度）～令和７年度（2025年度） 

根拠 整合 

根拠 
連携 

調整 

整合 

調整 根拠 
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袋井市の最上位計画である『第２次 袋井市総合計画 後期基本計画』令和２年

(2020年)12月策定、計画期間令和３年度(2021年度)～令和７年度(2025年度)と、『袋

井市教育大綱』令和３年(2021年)策定と整合を図り、次に掲げる分野別の関連計画と

連携をした計画としました。 

 

（２）分野別の計画(計画における文化財などの位置付け) 

① 袋井市生涯学習推進大綱 

〔平成19年(2007年)策定、期間なし〕 

「心ゆたかな人づくり」の基本理念のもと、「心ゆたかな人」をはぐくむために、家

庭内や地域の取組として、日本文化を次世代へ継承することや、地域固有の伝統や民

俗文化を次世代に継承することが示されています。 

② 袋井市地域防災計画 

〔令和４年(2022年)３月策定、期間なし〕 

 一般対策編では、市内における過去の大きな災害履歴を列記し、予想される災害と

地域を想定しています。また、防災のための調査研究の実施方針の中では、古文書な

どによる過去の災害史を通じて、災害の種類などの調査検討を行うことが示されてい

ます。また、災害史の検討により、発生のメカニズムの理解に繋げることなども示さ

れています。 

 地震対策編では、文化財に対する防災対策として、文化財建造物、文化財所蔵施設

の所有者等は、耐震性の向上並びに、地震による人的な被害を防止するための安全性

の確保に努めるために必要な対策を講ずるものとしています。 

 資料編では、東海道五十三次にゆかりの市町とともに、「東海道五十三次市区町災

害時相互応援に関する協定」による相互の救援協力が示されています。 

③ 袋井市観光基本計画 

〔令和３年(2021年)策定、期間：令和３年度(2021年度)〜令和７年度(2025年度)〕 

「心もからだもまちもほっとする「健康文化観光」ふくろい」という目指す姿を掲

げ、地域ブランドの創出の中で、遠州
えんしゅう

三山
さんざん

(可睡
か す い

斎
さい

・油
ゆ

山寺
さ ん じ

・尊
そん

永寺
え い じ

)をはじめとする

寺社仏閣のイメージの統一や物語性の付与により袋井ブランドを高めていくことを

示しています。 

④ 袋井市都市計画マスタープラン 

〔平成30年(2018年)３月策定、期間：平成27年度(2015年度)〜平成47年度(2035年度)〕 

「住みたくなる 住んで良かったと実感できるまち 活力あふれる ふるさと 

ふくろい」の基本理念のもと、自然・歴史文化が調和する都市づくりを示しています。 

⑤ 袋井市緑の基本計画 

〔平成22年(2010年)３月、策定：期間平成22年度(2010年度)〜平成37年度(2025年度)〕 

「みんなで育てる緑豊かな健康文化都市 ふくろい」という基本目標を設定し、歴
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史的・文化的な景観を保全・活用と、市民の郷土への誇りの醸成を示しています。 

⑥ ふくろいの風景づくり計画 

〔令和元年(平成31年、2019年)４月策定、期間なし〕 

景観形成の基本目標に「緑と水と歴史とまち並みが調和する美しい健康文化都市 

ふくろい」を定め、指定文化財や寺社、旧東海道と袋井宿、彫刻・モニュメントの景

観など、歴史的・文化的な景観の保全と創出を目指すことを示しています。 

⑦ 袋井市都市景観計画 

〔令和元年(2019年)９月策定、期間なし〕 

「緑と水と歴史とまち並みが調和する美しい健康文化都市ふくろい」の基本目標の

もと、袋井固有の郷土の景観の保全を目指すことを示しています。 

⑧ 第2期 輝く“ふくろい”まち･ひと･しごと創生総合戦略 

〔令和２年(2020年)３月策定、期間：令和２(2020年)〜令和６(2024年)年度〕 

挑戦目標として「「ふくろい人」ひとづくりへの挑戦」を掲げる中で、歴史資料を

活かした郷土の魅力学習事業の推進や、地域文化・社会体験活動等を通じたふるさと

教育の推進などを示しています。 

 

３ 計画期間 

 本計画の期間は、袋井市総合計画との整合性を考慮し、令和５年度(2023年度)から令和

12年度(2030年度)の８年間とします。８年間を前期(２年)、中期(３年)、後期(３年)に区

分し、事業を実施します。 

年 度 
令和３ 
(2021) 

令和４ 
(2022) 

令和５ 
(2023) 

令和６ 
(2024) 

令和７ 
(2025) 

令和８ 
(2026)  

令和９ 
(2027) 

令和 10 
(2028) 

令和 11 
(2029) 

令和 12 
(2030) 

文化財保活用
地域計画           

総合計画 
          

教育大綱 
          

 

4 計画の進捗管理と自己評価の方法 

なお、新たな総合計画等が策定された場合を想定し、令和８年度(2026年度)を目途に中

間評価(自己評価)を行ない、進捗状況を点検・確認します。また、文化財の保存や活用を

取り巻く環境が大きく変化した場合には、必要に応じて、計画を見直すこととします。 

地域計画を見直しする場合は、文化財保護法第183条の４に基づき国の変更認

定を受けるものとします。なお、文部科学省令に定める「計画期間の変更」「市

町村の区域内に存する文化財の保存に影響を及ぼすおそれのある変更」「文化財

保存活用地域計画の実施に支障が生じるおそれのある変更」以外の軽微な変更に

ついては、その内容について静岡県を通じて文化庁に報告を行うこととします。 

第 2次後期基本計画 
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５ 計画作成の経過と検討体制 

（１）作成の経過 

 当市では、袋井市文化財保存活用地域計画作成に際し、令和２年(2020年)6月30日に袋井

市文化財保存活用地域計画策定協議会設置要綱を定め(教育委員会告示第12号)、９名の協

議会委員による協議会を設置し、意見聴取を行いました。 

 令和２年(2020年)10月21日の第１回協議会以降、計６回の協議会を開催するとともに、

コミュニティセンター連絡会議や、自治会連合会長会議において計画作成の概要説明と文

化財リスト作成に関する協力依頼を行いました。 

 また、パブリックコメントを実施し、市民から幅広い意見を求め、計画作成に反映させ

ました。 

 

年 開催日 内  容 

令和2年

（2020年） 

10月21日 
第１回袋井市文化財保存活用地域計画策定協議会 計画の概要、市の文

化財における現状・課題・特性、市が取り組む方向性について意見聴取 

12月24日 袋井市文化財保護審議会 計画の報告及び意見聴取 

令和３年 

(2021年)  

３月19日 

第２回袋井市文化財保存活用地域計画策定協議会 計画における「文

化財」の位置付けと範囲、市を特徴付ける歴史文化の特徴と区分につい

て意見聴取 

３月24日 袋井市文化財保護審議会 計画の報告及び意見聴取 

８月25日 
第３回袋井市文化財保存活用地域計画策定協議会 計画における地域

設定、「広義の文化財」についてについて意見聴取 

10月21日 
第 3 回コミュニティセンター連絡会議にて、計画作成の概要説明と文

化財リスト作成の協力依頼 

11月12日 
第 6 回自治会連合会長会議にて、計画作成の概要説明と文化財リスト

作成の協力依頼 

12月22日 
第４回袋井市文化財保存活用地域計画策定協議会 地域設定内の文化

財の特徴、将来像、方向性について意見聴取 

令和４年

（2022年） 

２月15日 
第５回袋井市文化財保存活用地域計画策定協議会 保存と活用の将来

像、方針と措置について意見聴取 

５月11日～ 

６月９日 

市内４ヶ所の施設とホームページにおいてパブリックコメントを実施

し、意見を聴取した。 

６月22日 
第６回袋井市文化財保存活用地域計画策定協議会 最終案の確認と意

見聴取 

８月４日 袋井市文化財保護審議会 計画最終案の報告と意見聴取 
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（２）検討体制 

 

袋井市文化財保存活用地域計画策定協議会 

区 分 氏 名 役  職  等 備考 

建 築 長尾亜子 静岡理工科大学 会長 

考古学 松本一男 大日本報徳社・(市文化財保護審議会) 副会長 

関係団体 山本正昭 久努の松並木愛護会・(自治連合会長）  

関係団体 安間和由 久野城址保存会・(コミュニティセンター館長)  

観 光 小幡浩一 
ＪＲ東海(東海旅客鉄道株式会社)袋井駅長      

(※令和２年度:細貝雅裕) 

 

建 築 倉田裕司 静岡県伝統建築技術協会  

商 工 舘石京子 浅羽町商工会  

所有者 廣岡典子 岩松寺  

静岡県 小坂美雪 静岡県文化財課長(※令和２年度:永井雅也・令和３年度:三保広真)  

 

 

袋井市文化財保護審議会 

区 分 氏 名 役  職  等 備考 

城 郭 加藤理文 市立浅羽中学校・日本城郭研究会理事 会長 

古文書 荻原圭子 元袋井市史編纂室 副会長 

考古学 松本一男 大日本報徳社・(市文化財保存活用地域計画策定協議会)  

建 築 新妻淳子 静岡文化芸術大学  

美 術 椿原靖弘 フェルケール博物館  

団 体 大西弘子 久野城址保存会  

所有者 鈴木快法 油山寺  

美 術 島口直弥 浜松市美術館  

団 体 鈴木仁美 浅羽史談会  

歴 史 北島恵介 元森町教育委員会・森町歴史伝統文化保存会会長  

生涯学習 村松里絵 元市生涯学習課  

建 築 土屋和男 常葉大学  

民 俗 川口円子 静岡産業大学総合研究所客員研究員  
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第１章 袋井市の概要 
 

 

１ 自然的・地理的環境 

（１）位置 

 本市は、静岡県西部に位置しています。この西部地域は、奈良時代に遡る国名では「遠江
とおとうみ

」

に該当します。現代においては、「遠州
えんしゅう

」と呼び、西から湖西
こ さ い

市・浜松
はままつ

市・磐田
い わ た

市・袋井
ふくろい

市・森町
もりまち

・掛川
かけがわ

市・菊川
きくがわ

市・御前崎
お ま え ざ き

市・牧之原
ま き の は ら

市の８市１町を総称する言葉として定着し

ており、遠州
えんしゅう

地域において当市はちょうど中央に位置しています。 

市境は東を掛川
かけがわ

市、西を磐田
い わ た

市、北を森町
もりまち

がそれぞれ接し、南の沿岸部は遠州灘
えんしゅうなだ

に接し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）交通 

 本市は、東海道新幹線・東海道本線・東名高速道路・国道1号線・国道150号線など主要

交通路が横断するとともに、北隣に位置する森町
もりまち

を横断する新東名高速道路のインターチ

ェンジなどへのアクセスも良く、鉄道・道路網の大動脈が集中する環境に立地しており、

東京へ240㎞、大阪へは320㎞と交通条件に大変恵まれています。 

袋井市の位置図 

遠州灘 
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本市には、ＪＲ東海道本線が市

中心部を横断し、袋井駅と愛野駅

が立地しています。市域の北端に

天竜浜名湖鉄道が運行していま

すが、市内に駅はありません。 

袋井駅は朝夕のピーク時は５

本/時間程度が運行しており、主

に浜松市、磐田市等への通勤・通

学に利用されています。 

路線バスとしては、秋葉バスサ

ービス株式会社が市内５路線（秋

葉線、秋葉中遠線、磐田線、今井

線）を運行しており、特に「秋葉

中遠線と秋葉線」は、市域中央を

縦断し、１日30本以上の運行頻度

があることから本市にとって基

幹的な役割を果たしています。ま

た、市では、地域協働運行バス等

も運行しています。 

 

（３）地形 

本市は、東西約15㎞、南北約17㎞にわたり、面積は108.33㎢で、県総面積の1.4％を占め

ています。豊かに広がる田園地帯と美しい茶畑、さらには太田川
おおたがわ

や原野谷川
は ら の や が わ

、南には遠州灘
えんしゅうなだ

と、自然環境にも恵まれています。 

市域の大半を占める平地は、遠州海岸平野と呼ばれ、現在では多くの市民が暮らす住宅

地が形成されています。縄文時代の海進の水域が後の時代に陸地化した場所です。一見し

て平坦に見える平野部では、平野の中程を南流する太田川・原野谷川の川筋は、河川から

離れた場所よりやや高く、台地の裾などの低地には後背湿地が形成されています。 

令和３年現在の主な地目別面積は、宅地が18.4％（19.91㎢）、農地が35.5％（38.45 ㎢）、

山林・原野が19.1％（20.65㎢）であり、極めて平坦な地域が広がり、土地利用もしやすい

条件が整っています。 

 

（４）地質 

市内を貫流する太田川
おおたがわ

・原野谷川
は ら の や が わ

の２河川の流域の多くは沖積層の低地が占めます。ま

た、丘陵地は低く、洪積台地・河岸段丘はごくわずかで、多くの人々の活動は、現代的に

活動しやすい平地で見られます。丘陵の地質はローム砂礫層となっており、一部に粘土、

『袋井市都市計画マスタープラン』 
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砂質粘土層を含む洪積層のため、今日の土木機械を使えば平坦化も容易なものです。袋井

東、袋井北地区の小高い丘と、三川
みつかわ

地区のうち磐田原
い わ た ば ら

台地
だ い ち

に接続する地域も同様な洪積層

となっていますが、村松
むらまつ

地区
ち く

の油山寺
ゆ さ ん じ

付近は第３紀鮮新統
き せ ん し ん と う

の曽我層群
そ が そ う ぐ ん

、これに接続する宇刈
う が り

地区は同じ系統の掛川
かけがわ

層群となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、本市南部の沖積
ちゅうせき

低地
て い ち

の成立は、太田川
おおたがわ

・原野谷
は ら の や

川
がわ

が形成した三角州に由来をもち

天竜川
てんりゅうがわ

左岸地域海岸付近に広がる遠州
えんしゅう

海岸平野とも呼ばれています。およそ７万年前に始

まって、１万年前に終わりを見せた最終氷期の最も寒い時期に、海面は現在より約140ｍか

ら150ｍ程の低下を見せたため、太田川
おおたがわ

・原野谷川
は ら の や が わ

は深い谷を作りました。 

その後、氷期末の海水面上昇で日本列島は大陸と繋がっていた陸橋が次々と失われ、大

三川地区 

袋井東地区 

袋井北地区 

村松地区 

宇刈地区 

★油山寺 

遠州灘 

小笠山丘陵 

油山可睡丘陵 

宇刈北部丘陵 

磐
田
原
台
地
斜

面 
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陸から切り離されて現在の姿になりました。太田川
おおたがわ

・原野谷川
は ら の や が わ

が形成した谷は、この海面

上昇により海水が入り込み、溺
おぼ

れ谷と呼ばれる地形となりました。さらに、湾口部
わんこうぶ

には

天竜川
てんりゅうがわ

から東方へ流れ出た砂が堆積して砂州を形成し、外海と徐々に切り離されて潟とな

り、淡水化が進み、長期間
ちょうきかん

冠水
かんすい

状態
じょうたい

のため生み出された有機質土などが混在しながら堆積

していきました。市南部の平野部は、この時から堆積した粘質土が基盤となっています。 

 

（５）植生 

本市の山林原野は、小笠山
おがさやま

丘陵、油山可睡
あぶらやまかすい

丘陵、宇刈
う が り

北部丘陵、三川
みつかわ

東部と北部の丘陵、

磐田原
い わ た ば ら

台地斜面で、丘陵斜面は照葉樹林と茶園、ミカン畑が広がり、沖積
ちゅうせき

低地
て い ち

では水田雑

草群落となっています。山林は、天然林が約50％、残りが人工林となり、気候温暖な地域

であるため、天然林はシイやカシなどのような常緑広葉樹林で、コナラやクリのような落

葉広葉樹
こうようじゅ

が混生しています。常 緑 樹
じょうりょくじゅ

と落葉樹
らくようじゅ

の分布に大きな規則性が見られないのは、

市内の丘陵が低平
ていへい

で、夏も冬も一様に季節風にあたるという地域差の少ない地形気候によ

るものと考えられます。 

また、小笠山
おがさやま

丘陵や磐田原
い わ た ば ら

台地斜面など砂礫層地や砂層地にアカマツが見られます。こ

の地域は土地がやせているうえに、冬季の強い季節風の影響もあり、アカマツから広葉樹

に遷移ができにくいためと考えられます。人工林ではスギやヒノキ、クロマツが植栽され

ています。スギやヒノキは丘陵地の肥沃な所に多く、クロマツは丘陵地の日当たりのよい

斜面や尾根に多く見られます。社寺林や屋敷林は常緑広葉樹とスギ、ヒノキが目立ちます。

また、生垣には静岡県西部独特のマキが植えられ、『袋井市の木』となっています。 

 

（６）気候 

本市は、太平洋に面し温暖多雨の太平洋岸     平均気温と降水量の推移 

式気候です。夏は南からの風のため、高温多 

湿で雨の日が多いです。冬は西からの季節風 

のため、低温で乾燥した晴れの日が多く、こ 

の地域独特の「遠州
えんしゅう

の空
から

っ風
かぜ

」と呼ばれる強 

い西風の寒風が吹き、実際の気温より寒く感 

じられます。また、全国の中でも日照時間が 

長い地域であり、年平均気温は16度～17度と      

１年を通じて温暖な環境です。                     資料:袋井市の統計2022 

 

（７）市の変遷 

旧袋井市は、明治22年(1889年)４月１日の市町村制施行に伴い誕生した山
やま

名町
なちょう

を、明治

42年(1909年)に袋井町
ふくろいちょう

と改称し、昭和３年(1928年)から笠
かさ

西村
にしむら

・久
く

努
ど

西村
にしむら

・今井村
いまいむら

・三川
みつかわ

村
むら

・田原村
たはらむら

の一部、笠原村
かさはらむら

の一部と順次合併し、昭和33年(1958年)11月３日に市制を施行 
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明治 10 年 明治 22 年 明治 30~40 年 昭和 3 年 昭和 23 年 昭和 27 年 昭和 29~31 年 昭和 38 年 平成 17 年 

宇刈村 
宇刈村 

昭和 30.1.1 
⼭梨町 

昭和 38.1.1  
春岡村 
上⼭梨村 

⼭梨村 
明治 31.3.31 
⼭梨町 ⼭科村 

沖⼭梨村 
萱間村 

三川村 

昭和 30.3.31  
⼭⽥村 
⼤⾕村 
川会村 
⾒取村 
友永村 
深⾒村 

今井村 

昭和 29.11.3 
太⽥村 
徳光村 
横井村 
⼩⼭村 
延久村 
村松村 

久努村 
昭和 27.10.10 

国本村 
広岡村 
⼭科村 

久努⻄村 

昭和 23.9.1  
堀越村 
久能村 
鷲巣村 
⼭名町 

⼭名町 明治 42.1.1 
袋井町 

昭和 3.12.15 
袋井町 

 昭和 31.10.1 
袋井市 広岡村 

⾚尾村 

笠⻄村 
⾼部村 
神⻑村 
愛野村 
豊沢村 
⽥原村 ⽥原村 昭和 31.9.1 
岡崎村 

笠原村 
昭和 31.9.30 

⼭崎村 
諸井村 

上浅⽻村 

昭和 30.3.31 
浅⽻村 
 ↓ 
昭和 31.10.1 
浅⽻町 

平成 17.4.1 
袋井市 浅⽻村 

浅名村 
豊住村 
浅岡村 

⻄浅⽻村 

⻑溝村 
富⾥村 
⼀⾊村 
⼀之池新⽥村 
中村 
新堀村 

東浅⽻村 
梅⼭村 
松原村 
初越村 
湊村 

幸浦村 太郎助村 
⻄同笠村 
寄⽊村 

袋井市の変遷 
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しました。その後、昭和38年(1963年)１月１日に、山梨町
やまなしちょう

と合併しました。 

 旧浅羽町
あさばちょう

は、明治22年(1889年)年月１日の市町村制の施行に伴い誕生した上浅羽村
かみあさばむら

・

西浅羽村
にしあさばむら

・東浅羽村
ひがしあさばむら

・幸浦村
さちうらむら

が昭和30年(1955年)３月31日に合併して浅羽村
あさばむら

となり、翌昭

和31年(1956年)10月１日に町制を施行しました。 

旧袋井市と旧浅羽町
あさばちょう

は、JR袋井駅を中心に南北に貫く生活圏・経済圏が形成されている

とともに、ごみ処理や消防業務など積極的な連携の中で広域行政を展開しており、文化的・

歴史的にもつながりが深い地域でした。 

その後、袋井市と浅羽町
あさばちょう

では1市1町の合併を目指すこととし、平成16年(2004年)9月30日

に旧袋井市・旧浅羽町
あさばちょう

合併協議会を設置しました。平成17年(2005年)4月1日、現在の袋井

市が誕生しました。 

 

２ 社会的状況 

（１）人口の推移 

 令和４年６月１日現在、袋井市の        袋井市目標人口・推定人口 

人口は、88,299 人です。高齢化率は、 

24.4％と県の高齢化率 29.5％を 5.1 

ポイント下回っています。また、平 

均年齢も、44.8歳と県の平均年齢 48 

.4歳より 3.6歳若く、県下でも指折 

りの「若い」まちと言えます。 

 本市の直近5か年平均(平成26年(2014年)〜平成30年(2018年))における合計特殊出生率

は1.70と、全国平均の1.43や静岡県平均の1.52よりも高いものの、人口を維持するための

人口置換水準2.07よりも低い状況であり、今後、子どもの出生数や合計特殊出生率が現状

のまま推移した場合や子育て世代(30〜49歳)の転出超過(転出が転入を上回る状態)が解消

されない場合、5年後の令和7年 (2025年、第2次総合計画目標年次)には、人口が87,500人、

40年後の令和42年には70,000人となり、現在から約18,300人余、約2割減る見込みです。  

（２）産業                      

平成27年国勢調査による袋井市の就業人口は、第１次産業(農業ほか)が4.3％、第２次産

業(製造業ほか)が40.3％、第３次産業(卸売業ほか)が52.6％です。産業大分類別の人口割

合では、製造業が34.3%、卸売業、小売業が12.5%、医療、福祉が8.7%となっています。 

 ア 農業 

 農業を見ると、温暖多雨の気候や長い日照時間を活かし、温室メロン、茶、米を中心

に、県下有数の農業生産地域となっています。温室メロンは「クラウンメロン」のブラ

ンドを確立して、全国から高い評価を受けており、産出額は全国トップシェアを誇りま

す。お茶の品種は「やぶきた」で、深蒸し茶を中心に緑茶が生産されています。米は、

資料:第２次総合計画後期基本計画 
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令和３年度の収穫量は6,850t(「農林水産統計」)で、県内有数の米産地です。 

 

 イ 工業 

工業については、周辺地域と比較して輸送機械器具など特定業種への依存度が低く、

比較的バランスのとれた業種構造となっています。 

 

ウ 商業 

商業については、近隣市の郊外型大規模店舗の出店により買物客が減少しているの

が現状ですが、魅力ある個店づくり、商店街のイベントや空き店舗の活用、情報発信の

強化など、市内商店の魅力発信に努めています。 

 

 エ 観光  

観光については、観光交流客数のうち、遠州
えんしゅう

三山
さんざん

(昭和37〜38年頃に、中遠
ちゅうえん

観光協会
きょうかい

〔袋井市観光協会の前身団体〕が、 

可睡斎
か す い さ い

・油山寺
ゆ さ ん じ

・尊永寺
そ ん え い じ

(法多
は っ た

山
さん

)を 

一体的にＰＲするために新たに提唱 

した呼び名)、小笠山
おがさやま

総合運動公園 

エコパ、ふくろい遠州
えんしゅう

の花火へ訪れ 

る割合が８割以上を占めています。 

 

■遠州三山 

袋井市には「遠州三山
えんしゅうさんざん

」という言葉に象徴されるように、古くから仏教文化が花開いて

います。この遠州三山とは真言宗二ケ寺と曹洞宗一ケ寺を指しています。 

油山寺
ゆ さ ん じ

は、一般には「あぶらやま」と呼ばれ、眼病治癒の薬師として信仰を集める真言

宗の寺院です。山号を医王山
い お う さ ん

と言い、奈良時代に行基によって開かれたと伝えられていま

す。油山寺には多くの建造物があり、市内でも有数の指定文化財の宝庫となっています。 

尊永寺
そ ん え い じ

は、一般には法多山
は っ た さ ん

と呼ばれ、厄除観音で信仰を集めています。本尊聖観世音菩

薩は秘仏で60年に一度のご開帳となっています。このお寺も行基によって開かれたと伝え

られる真言宗の寺院です。平安時代には白河天皇、後白河天皇の勅願寺となり、戦国時代

には駿河国今川氏から寺領の安堵を受けていました。 

可睡斎
か す い さ い

は曹洞宗の寺院で、東海地方でも有数の寺院です。応永14年(1407年)に久野城の

近くに「如仲天誾
じょちゅうてんぎん

」が草庵を建てたのが始まりといわれています。元亀３年(1572年)に上

洛を目指した甲斐の武田信玄は、境内で兵隊が乱暴を働かないように禁止命令書を発行し

ています。また、天正11年(1538年)には徳川家康が三河・遠江・駿河・伊豆四ケ国の曹洞

宗寺院を支配する僧録
そうろく

寺院（系列寺院の管轄や、人事をつかさどる寺院）としました。 

明治時代になると秋葉寺
しゅうようじ

が廃寺となり、火伏の神「秋葉三尺坊
あきはさんじゃくぼう

」(浜松市天竜区春野町
はままつしてんりゅうくはるのちょう

に

観光交流客数 

資料:袋井市観光基本計画 
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あった秋葉寺に祭られていたものが、明治時代に行われた神仏分離令によって可睡斎に移

ったもの｡)が可睡斎に移ってきました。このため秋葉神社本殿も造られ、さらに多くの参

拝者が訪れるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠州三山の位置図 

 

(３)まちづくり協議会（コミュニティセンター） 

袋井市では、平成30年(2018年)４月から市内13館の公民館に、豊沢
とよさわ

ふれあい会館を加え

た14館をコミュニティセンターへ移行し、市民と行政との協働によるまちづくりを一層進

め、地域住民による「地域づくり・まちづくり」を進める体制づくりを目指して来ました。 

従来の公民館は、社会教育法に基づく施設として、これまで定期講座や講習会、レクリ

エーションなど社会教育に関する事業が行われて来ました。コミュニティセンターは、今

までの公民館活動の社会教育・生涯学習の場に「地域づくり・まちづくりの拠点」として

の役割が加わり、交流・にぎわいづくりによる収益事業なども可能となるなど、活動の幅

や、利用する自由度が広がり、充実した地域独特の特色ある活動が行われています。 

コミュニティセンターの活動は、地域に住む一人ひとりがセンターを活動拠点として、

地域づくりについて話し合う「まちづくり協議会」で決まっていきます。 

まちづくり協議会は、コミュニティセンター単位で組織され、構成員はその地域に住ん

でいる人や活動している団体、事業所などで、共に助け合う（共助）視点を持ち、地域に

住む一人ひとりや団体がお互いに連携・協力しながら参加・協力していくことでそれぞれ

の地域の特色を活かした「地域づくり・まちづくり」を目指しています。健康づくり・福

祉・子育て・地域防災・生涯学習などさまざまな地域課題を解決する活動を継続的に行う

ことで、地域に連携・一体感が生まれ、暮らしやすい地域づくりを目指しています。 

 

■油山寺 

■可睡斎 

■尊永寺 
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(４)教育（学園） 

変化が激しく先行きを見通すことが容易でないこれからの新しい時代、人生100 年時代

とも呼ばれる⻑い人生を楽しみ幸せを感じながら生きていくためには、一人ひとりが確か

な学力とあわせて、粘り強さやチャレンジ精神など(非認知能力)を備える必要があります。

このため、袋井市では、自分で考え、自信と責任を持ち、主体的に行動するための「自立

力」と、集団にあって他者の存在を認め、話し合い、学び合い、協働するための「社会力」

を身に付けることを目指しています。 

袋井市には、中学校が４校、小学校が12校、幼稚園・こども園・保育園が50園（令和４

年４月現在、公立13園、私立18園、小規模15園、認可外２園、企業主導型２園）あります。

４つの中学校区ごとに施設分離型の一貫校(「学園」という。)を形成し、幼児教育・保育、

小学校、中学校の12年間を見通したカリキュラムで、確かな知識や技能とともに、他者と

協働する力などを育成する「幼小中一貫教育」を実施しています。 

それぞれの学園には、前述のコミュニティセンターとまちづくり協議会があり、地域住

民による裁縫の学習支援、放課後学習、読み聞かせなど、地域と学校が一体となって子ど

もを育てる取組が進められています。 

また、学校応援市民ボランティア 

などによる草刈り活動などを通じ、 

地域が学校を支える仕組みづくりも 

広がっており、11ページに示した市 

の変遷図における明治22年(1889年) 

当時の村が、現在の小学校区とほぼ 

重なっており、その後、町から市へ 

と発展していく過程での地域的な結 

びつきが強いのも学園の特徴で、本 

計画における「調査研究」、「保存・継承」、「公開・活用」の基本的な方向性を実現する

際には、この地域との結びつきの強い学園の体制と理念が役立つものとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
幼児教育 小学校 中学校

年少 年中 年長 ４年 ５年 ６年１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年

教科外カリキュラム （キャリア教育、生活指導、学習指導など）

教科カリキュラム （国語、算数・数学、理科、社会、体育など）

小中一貫教育プログラム

就学前教育・幼小接続プログラム

就学前教育カリキュラム

幼小接続
カリキュラム
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学 園 図 
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■周南たちばな学園 

 校区にある用福寺には、日本三筆の一人とされる橘 逸 勢
たちばなのはやなり

の最期の句と供養塔があり

ます。周南中の合唱祭の名前を「たちばな祭」とするなど親しまれています。 

■袋井あやぐも学園 

「あやぐも」は「彩雲
さいうん

」とも呼ばれ、この雲を見るとめでたいことが起きると言われ

ています。この言葉は、袋井中学校の校歌(歌詞)に使われ、合唱コンクールの名称とし

ても親しまれています。子どもたちの未来が輝かしいものになってほしいとの思いが込

められています。 

■南の丘学園 

 袋井南中学校は、小高い丘の上に建っています。この丘を登りきる(卒業する)までに、

「夢を抱き、たくましく次の一歩を踏み出せる力」を備えていくとの思いが込められて

います。 

■浅羽学園 

 校区の由来をたどると、多くが平安時代に築かれた荘園
しょうえん

であり「浅羽
あさばの

荘
しょう

」と呼ばれ

ていました。古くから親しまれてきたこの名前を掲げ、地域が一体となって子どもたち

を育てていく思いが込められています。 

 

（５）博物館・資料館及びその他文化施設等 

 本市における博物館・資料館及びその他文化施設等は、次の９施設があります。この

うち、博物館・資料館類似施設としては、袋井市郷土資料館・近藤記念館と、袋井市歴

史文化館があります。 

 ア 袋井市郷土資料館・近藤記念館 

袋井市郷土資料館と近藤記念館には、発掘出土品などから市の歴史を辿る展示や、

市の年中行事などを職員手作りのジオラマやパネルで紹介しています。 

また、企画展・特別展に際しては、外部講師を招いた講演会や、職員による解説講

座などを実施しています。 

 イ 袋井市歴史文化館 

 袋井市歴史文化館では、合併前の旧袋井市や旧浅羽町
あさばちょう

における市史や町史編さんに

際して収集した古文書などの資料を保管するとともに、寄贈を受けた資料調査におい

て判明した情報などを、館内の展示施設で定期的に展示・公開しています。また、古文

書の解読などを中心とした市民対象の講座を定期的に実施しています。 

 ウ 月見の里学遊館 

月見
つ き み

の里学遊
さとがくゆう

館
かん

は、平成13年(2001年)に市の公共文化施設としてオープンしました。

コンサートホール、ワークショップルーム、図書館分室など、文化芸術活動の拠点とし

ての機能を有する一方で、プールやフィットネスルームなど健康文化活動の場も備え

た、複合型生涯学習施設です。 
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館の名称にある「月見
つ き み

の里
さと

」は、この地区が古くは「月見里」(読みは「やまなしの

さと」)と呼ばれていたことに由来します。日本三筆
さんぴつ

(空海
くうかい

・嵯峨
さ が

天皇
てんのう

・橘逸勢
たちばなのはやなり

)とし

て名高い橘逸勢が詠んだとされる歌(掛川藩が19世紀前半に編
へん

さんした歴史書

『掛川誌稿
かけがわしこう

』に収録されている)の中にみえ、歴史的に由緒のある地名となっています。 

エ メロープラザ 

メロープラザは、多彩な市民活動によって人づくりとまちづくりを推進するととも

に、市民相互の交流を深め、地域文化の振興に資する施設として、平成22年(2010年)に

開館しました。館の名称の基となった「メロー」とは、みんなが明るく朗らかで、気軽

に声をかけあうことができる豊かなまちを意味しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

博物館・資料館及びその他文化施設等分布図 
 

-53-

社会教育施設一覧 

歴史文化館 
〒437-1192 浅名 1028 
TEL 23-9269 
面積 752.96㎡ 
施設概要 展示室、学習室、図書室 

閲覧室、文化財修復室 
文化財保管庫、事務室 

袋井図書館 
〒437-0027 高尾町 19-1 
TEL 42-5325 
FAX 45-0569 
敷地面積 1,180.65㎡ 
建築面積  958.94㎡ 
施設概要 一般図書室 

児童図書室 
新聞雑誌コーナー 
お話しの部屋 
展示室、和会議室 
視聴覚室、レファレンス室 

浅羽図書館 
〒437-1102 浅名 976-1 
TEL23-6801  FAX 23-6802 
敷地面積 3,039.27㎡ 建築面積 896.93㎡ 
施設概要 1階 一般開架コーナー、事務室、 

児童コーナー、IT/AVコーナー、 
閲覧コーナー、滞在型利用コーナー、展示コーナー、 
閉架書庫、ボランティア室 

2階 視聴覚室、おはなしの部屋 

月見の里学遊館 
〒437-0125 上山梨 4-3-7 
TEL 49-3400 FAX 49-3405 
敷地面積 16,045㎡ 延べ床面積 6,724.94㎡ 
施設概要 うさぎホール(383席)、市民サロン 

ワークショップ(文字・文、ものづくり、
食、和、舞台芸術)、集会室３、子ども室
図書館分室、水玉プール

郷土資料館(近藤記念館) 
〒437-1102 浅名 1021 
TEL 23-8511 
敷地面積 1682.56㎡ 
建築面積 郷土資料館 543.2㎡ 

近藤記念館 293.37㎡ 
施設概要 展示室、企画展示室 

歳時記展示室 

澤野医院記念館 
〒437-0064 川井 444-1 
TEL 44-2324 
敷地面積 1,333.69㎡ 
施設概要 病棟、居宅 

洋館、渡り廊下 
便益施設 

メロープラザ
〒437-1102 浅名 1027 
TEL 30-4555 ＦＡＸ 23-8000 
敷地面積 13.922.18㎡ 延べ床面積 3,767.42㎡ 
施設概要 多機能ホール（507席）、会議室３、 

ものづくり工房、調理室、食工房、 
和の空間 

袋井市郷土資料館(近藤記念館) 

袋井市歴史文化館 
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              市民活動の枠組みと文化財    ※赤字:国指定・青字:県指定 

オ 市立図書館（袋井図書館・浅羽図書館・月見の里学遊館分室） 

市立図書館は、袋井図書館を中心に、市北部では前述の月見の里学遊館内に、図書館

分室を設けるとともに、市南部では郷土資料館や歴史文化館と隣接する位置に浅羽図

書館を配置し、一般書、児童書に加え、県内の市町村史や、本市を中心とした、県内の、

郷土の歴史関係資料などを配架しています。 

  

カ 澤野医院記念館（市指定文化財） 

 享保
きょうほう

12年(1727年)に作られた『山
やま

名郡
な ぐ ん

川井村
かわいむら

差出
さしだし

明細帳
めいさいちょう

』は、本道
ほんどう

(内科)医として

その名が記され、代々地域
ち い き

医療
いりょう

を担った澤野氏より袋井市が建物の寄附を受け、病棟・

居宅・渡り廊下・洋館の四棟と、便益施設の整備を行い、公開と管理業務について澤野

医院記念館世話人会の協力を得ながら、平成13年に記念館として開館しました。居宅は

安政元
あんせいがん

年(1854年)に起きた大地震の翌年再建され、洋館は大正５年(1916年)、病棟は昭

和９年(1934年)に再建されました。これらの建物群は、袋井市の近代化と地方医療の歴

史を物語るものとして、平成11年に袋井市指定文化財に指定されました。 

 

市の施設 
(⽂化施設等) 主な指定⽂化財 

まちづくり協議会         
（コミュニティセンター） 

幼⼩中⼀貫教育 

 歴史⽂化に関する 
活動団体 学園 ⼩学校 中学校 

⽉⾒の⾥学遊館 
宇刈⾥⼭公園 

⻄楽寺本堂 
⻄楽寺薬師如来坐像 
⻄楽寺阿弥陀如来坐像 
正福寺梵鐘 

三川 
⼭名 
今井 

三川歴史研究会 
トレインものづくり 

周 
南 
た 
ち 
ば 
な 

三川⼩ 
⼭名⼩ 
今井⼩ 
（袋井北⼩） 

周 
南 
中 

澤野医院記念館 
旧中村洋裁学院 
どまん中茶屋 

冨⼠浅間宮本殿 
油⼭寺⼭⾨ 
油⼭寺三重塔 
油⼭寺本堂内厨⼦ 
可睡斎護国塔 
油⼭寺本堂 
油⼭寺書院 
油⼭寺⽅丈 
油⼭寺の御霊杉 
可睡斎梵鐘 
紙本墨書⽰了然道者法語 

袋井東 
袋井⻄ 
袋井北 

久野城址保存会 
久努の松並⽊愛護会 
袋井東歴史プロムナード 
久努村史を調べる会 
新屋の歴史を考える会 
澤野医院記念館世話⼈会 
ふるさと研究会 
ふるさと⼟橋研究会 
⽊原⼤念仏保存会 

袋 
井 
あ 
や 
ぐ 
も 

袋井東⼩ 
袋井⻄⼩ 
袋井北⼩ 
（今井⼩） 

袋 
井 
中 

袋井図書館 
観光案内所 

尊永寺仁王⾨ 
⾦銅五種鈴 
法多⼭⽥遊祭 七段 
⼤⾨⼤塚古墳 

袋井南 
⾼南 
豊沢ふれあい会館 

 
南 

の 

丘 

袋井南⼩ 
⾼南⼩ 

袋 
井 
南 
中 

郷⼟資料館 
近藤記念館 
歴史⽂化館 
浅⽻図書館 
メロープラザ 

岩松寺の鰐⼝ 
五ヶ⼭ B２号墳出⼟遺物 
⼤野・中新⽥命⼭ 

笠原 
浅⽻北 
浅⽻⻄ 
浅⽻東 
浅⽻南 

浅⽻史談会 
浅⽻古⽂書クラブ 

浅 

⽻ 

笠原⼩ 
浅⽻東⼩ 
浅⽻北⼩ 
浅⽻南⼩ 

浅 
⽻ 
中 
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３ 歴史的背景 

（１）袋井の黎明 

袋井市内では、人間活動が開始される以前の古い地層を観察することができます。今か

ら約260万年前から現在までの期間のことを第四
だいよん

紀
き

といい、これを二分して更新
こうしん

世
せい

と完
かん

新世
しんせい

と呼びます。地球の磁気が逆転した時期とされる第四
だいよん

紀
き

更新
こうしん

世
せい

チバニアン期（77万4千年前

から12万9千年前）よりも前に堆積したジェラシアン期堆積層
たいせきそう

（258.8万年前から180.6万年）

にあたる砂層
さ そ う

と、カラブリアン期堆積層
たいせきそう

（180万年前から78.1万年前）にあたる礫層群
れきそうぐん

やそ

の他の砂層
さ そ う

から、この時代の貝類
かいるい

化石
か せ き

が発見されています。 

また、中新
ちゅうしん

世
せい

後期
こ う き

から鮮
せん

新世
しんせい

に堆積した地層は相良層群
さがらそうぐん

、鮮
せん

新世
しんせい

後期
こ う き

から第四
だいよん

紀
き

更新
こうしん

世
せい

前期
ぜ ん き

前半
ぜんはん

に掛
かけ

川
がわ

層群、更新
こうしん

世
せい

前期
ぜ ん き

後半
こうはん

は曽我
そ が

層群と名が付けられています。 

掛川
かけがわ

層群は、東は牧之原
ま き の は ら

市から小笠山
おがさやま

全域、西は掛川
かけがわ

・袋井を経て磐田
い わ た

市北部まで、東

西35ｋｍ、南北最大幅20ｋｍの広い範囲に分布しています。掛川
かけがわ

付近を境に東側に深海の

堆積層
たいせきそう

である下層が、そして、西側では浅海の堆積層
たいせきそう

の上層が地表に現れています。 

袋井付近の掛川
かけがわ

層群はさらに、遠江階
とおとうみかい

・周智階
しゅうちかい

・結縁寺階
け ち え ん じ か い

の層群に分けられます。そし

て周智階
しゅうちかい

は天王砂泥層
て ん の う さ で い そ う

、大日砂層
だ い に ち さ そ う

、野辺層
の べ そ う

に分けられ、砂から泥、そして砂というような

堆積
たいせき

状態
じょうたい

を見せています。これは地層に含まれている貝類の化石を見ても浅瀬の海に棲む

種類のもの(浅海性
せんかいせい

)から深い海に棲む種類のもの(深海性
しんかいせい

)に移り、再び浅海性
せんかいせい

のものに変

わることから、海
かい

進
しん

、海退
かいたい

の変化を知ることができます。また、亜熱帯
あねったい

の動物群から現在

のような温帯の黒潮
くろしお

動物群
どうぶつぐん

への変化も見られ、気候変動による海面の水位の変化があった

ことがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

袋井市を中心とした地層編年表 
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旧石器時代から弥生時代までの袋井市域の主要遺跡 

土橋遺跡

● 
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袋井市域に、人が暮らし始めたのを確認できるのは、今から約１万５千年前の後期旧石器
きゅうせっき

時代
じ だ い

で、最初の住人の痕跡は、磐田原
い わ た ば ら

台地
だ い ち

に立地する山田原
や ま だ ば ら

遺跡から発見されています。

この頃の磐田原
い わ た ば ら

台地
だ い ち

は、現在の静岡県内でも箱根山
はこねさん

西麓
せいろく

地域
ち い き

や愛鷹山
あしたかやま

南麓地域に次ぐ人口

集中地域で、本市と磐田市域では多くの後期旧石器
きゅうせっき

時代
じ だ い

のムラの痕跡が確認されています。 

 山田原
や ま だ ば ら

遺跡における昭和58年(1983年)の発掘調査によって、火を使った跡と考えられ

る焼石
やけいし

のかたまりや、炭化物のかたまり、石器、石器の破片などがたくさんみつかりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山田原遺跡の様子 
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続く縄文時代は、今から16,000年から2,300年前までの1万年以上続く時代で、出土する

土器型式に基づいて６期(草創期・早期・前期・中期・後期・晩期)に区切られています。 

縄文
じょうもん

土器
ど き

の出現によって、人々は容易に食物を煮ることができるようになったことか

ら、調理できる食物の数が増え、多くの種類の食物が発見されています。その結果、栄養

価が高まり、生活は安定し人口も増えました。土器作りは、弓矢とともに、縄文人の

画期的な発明でした。 

太田川
おおたがわ

・原野谷川
は ら の や が わ

流域の丘陵地や台地上には60ヶ所以上の縄文
じょうもん

時代
じ だ い

の遺跡が分布

し、それらは山の尾根や川筋を境にして、大きく５つの地域的なまとまりをつくって

います。 

この中には、大きな集落もあれば、土器や石器が数点だけ出土する小さな遺跡も含ま

れています。こうした遺跡群は同じ時代のものではなく、一つの集落の長い年月にわ

たる移住や、漁や狩り場での野営行為の結果形づくられたもので、縄文人の日常的な

生活圏と考えられます。しかし、これを見ても袋井市域に存在する集落の数がきわめ

て限られていたことがわかります。 

袋井市域で見つかった集落跡には長者平
ちょうじゃびら

遺跡と大畑
おおばたけ

遺跡があり、共に小笠山
お が さ や ま

丘陵の西南

山麓に位置しています。 

長者平
ちょうじゃびら

遺跡は昭和53年(1978年)以来続いた発掘調査によって、今から約5,000年前に

集落が営まれ、4,000年前には遠江
とおとうみ

でも有数の大集落に発展しましたが、3,500年前に

突然人々がいなくなり廃絶したことがわかりました。 
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集落は、住居、墓地、祭り場、広場、集会所などから成り立ち、掘り出された６棟の

竪穴住居跡はすべて円形でした。住居は２棟がセットとなり、広場を取り囲むように

して、段丘の縁に分布していました。 

大畑
おおばたけ

遺跡からは、貝塚が見つかっています。コイやウナギなどの内陸魚
ないりくぎょ

の他に、エ

イ・ニシン・ボラ・スズキ・クロダイ・カレイ・マグロなどの沿岸、外洋に棲む魚の骨

も多く含まれています。土壙
ど こ う

と呼ばれる墓穴
はかあな

からは手足を折り曲げて葬る屈葬
くっそう

人骨
じんこつ

が出

土し、竪穴
たてあな

住居
じゅうきょ

の隣に埋葬された犬の骨も見つかりました。 

大畑
おおばたけ

遺跡から出土する土器から様々な地域との交流が窺えます。縄文時代中期前葉には

中部山岳系の土器、中期末葉になると関東地方や西日本の土器も出土するようになり、そ

の後も様々な地域の土器が出土しています。 
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（２）稲作と定住、ムラの発展 

弥生時代は、約2,300年前から1,700年前の約600年間のことで、弥生時代中期から後期に

かけて、肥沃
ひ よ く

な水田地帯をひかえた沖積地のムラである鶴
つる

松
まつ

遺跡では、耕作地を広げて地

域の中心的なムラに発展したと考えられています。   

低位の丘陵上に立地する掛之上
か け の う え

遺跡や、小高い丘の上に立地する愛野
あ い の

向山
むかいやま

Ⅱ
に

遺跡、周囲

に溝を掘り廻らしたムラである一色前
いっしきまえ

田
だ

遺跡も現れます。 

微高地上には、導水のための水路を確保しながら、鍬や鋤等の農具・高床
たかゆか

倉庫
そ う こ

などを備

え、水田を形成するムラとして立地する堀越
ほりこし

ジョウヤマ遺跡や、壺や高坏
たかつき

など豊富な土器

を持ち、二叉鍬
ふたまたぐわ

など農具によって耕作をしていた土橋遺跡や、丘陵の縁辺部に立地し、水

田耕作を行っていた春岡
はるおか

遺跡などが現れてきました。 

掛之上
かけのうえ

遺跡では銅鐸
どうたく

片、愛野
あ い の

向山
むかいやま

遺跡では小銅鐸
しょうどうたく

、大門
だいもん

遺跡からは銅鐸形土製品
どうたくがたどせいひん

が出土

しており、銅鐸
どうたく

の分布範囲に含まれていたと考えられます。 

埋葬
まいそう

形態
けいたい

として特徴的なものは方形周溝墓
ほうけいしゅうこうぼ

で、団子塚
だ ん ご つ か

遺跡、北原
きたはら

遺跡、高尾向山
たかおむかいやま

遺跡、

掛之上
か け の う え

遺跡、大門
だいもん

遺跡などで集中的に確認されており、群を成しています。 
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          １世紀後半～３世紀頃の銅鐸の分布（『日本の歴史02』王権誕生） 
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（３）地域的支配者層の登場と象徴としての墳墓 

古墳時代(３世紀中ごろから７世紀頃まで)は、前期(３世紀中ごろ～４世紀)、中期(５世

紀)、後期・終末期(６世紀～７世紀)に区分されています。 

坂尻
さかじり

遺跡や掛之上
か け の う え

遺跡、古新田
こ し ん で ん

遺跡のような大規模なムラでは、支配者の居住
きょじゅう

区画
く か く

も含

まれていました。そして、支配者層の墳墓である古墳は市内に200基ほどの古墳が確認され

ています。 

五ヶ山
ご か や ま

Ｂ-２号古墳（方墳
ほうふん

：５世紀前半築造）からは、甲冑
かっちゅう

（三角板
さんかくばん

革
かわ

綴
とじ

短甲
たんこう

・三角板革綴衝
さんかくいたかわとじしょう

角付
かくつき

冑
かぶと

・頸
けい

甲
こう

・肩
かた

甲
こう

）や革
かわ

盾
たて

、大刀
た ち

、鉾
ほこ

（静岡県指定文化財）、石
いし

ノ形
の が た

古墳（造
つく

り出
だ

し付
つき

円墳
えんぷん

：５世紀後半築造）からは、横剥板鋲留
よこはぎいたびょうどめ

短甲
たんこう

や馬具
ば ぐ

、大刀
た ち

、蛇行
だ こ う

剣
けん

が、団子
だ ん ご

塚
づか

９号墳

（円墳：６世紀前半築造）からは、挂
けい

甲
こう

や捩
ね

じり環頭
かんとう

大刀
た ち

、馬具
ば ぐ

が出土し、埋葬者の生前

の社会的地位を証明する貴重な資料として知られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  五ヶ山Ｂ−２号墳出土遺物 

 

大門
だいもん

大塚
おおつか

古墳(円墳:６世紀中頃築造)は静岡県内の古墳時代後期を代表する古墳として

墳丘と埋葬
まいそう

施設
し せ つ

である石室
せきしつ

から発見された土器
ど き

や馬具
ば ぐ

、刀剣類
とうけんるい

などの出土遺物が静岡県指

定文化財に指定されています。 

古墳時代後期には横穴式
よこあなしき

石室
せきしつ

や横穴
おうけつ

墓
ぼ

、横穴式
よこあなしき

木室
もくしつ

(木
もく

芯
しん

粘土室
ね ん ど し つ

)という全国的にも類例

の少ない主体部をもつ古墳など、さまざまな埋葬
まいそう

施設
し せ つ

を持つ古墳を見ることができ、墳墓

から見た当時の社会構造を知る上では貴重な事例と考えられます。 

『先代
せんだい

旧事本記
く じ ほ ん き

』巻十「国造本
こくぞうほん

紀
ぎ

」には遠江
とおとうみ

に遠淡
と お と

海
うみ

国 造
のくにのみやつこ

、久努国造
くどのくにのみやつこ

、素賀国造
そがのくにのみやつこ

の３
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名の 国 造
くにのみやつこ

の名が記され、当時の支配者を知ることができます。その中の1人、久
く

努
どの

国 造
くにのみやつこ

は、旧袋井市成立前にあった山名郡久努郷
や ま な ぐ ん く ど ご う

を本拠地としていたと推定されます。奈良時代

に郡役所が置かれた坂尻
さかじり

遺跡に近い七ツ森
な な つ も り

神社では、ご祭神として祀っており、現在の地

名である「久津部
く つ べ

」は当時「郡辺
こおりべ

」と書き、七ツ森
ななつもり

神社は『延喜式
え ん ぎ し き

』に記された山
やま

名郡
な ぐ ん

４社

の内の１社、「郡
こうり

辺
べ

神社」であったと推定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大門大塚古墳（『遺跡でたどる袋井のあゆみ』） 
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土橋遺跡 

西向遺跡 

富里遺跡 
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（４）律令行政施設と東海道 

奈良・平安時代は、律令
りつりょう

制度
せ い ど

による国家体制の整備が行われた時代です。8世紀初頭に

成立した律令
りつりょう

国家
こ っ か

の特徴は中央
ちゅうおう

集権的
しゅうけんてき

な社会・政治構造で、平 城 宮
へいじょうきゅう

に代表される中央

政府が地方の国・郡を直接に指揮・監督する体制でした。その制度は「国郡里制
こくぐんりせい

」と呼ば

れ、特別行政区とされていた五畿内
ご き な い

（大和国
やまとのくに

・摂津
せっつの

国
くに

・河
かわ

内国
ちのくに

・山
やま

背
しろ

国
のくに

・和泉
い ず み

国
のくに

）を中心

に、そこから放射状
ほうしゃじょう

にのびる東海道
とうかいどう

・東山道
とうさんどう

・北陸
ほくりく

道
どう

・山陰
さんいん

道
どう

・山陽
さんよう

道
どう

・南海道
なんかいどう

・西海道
さいかいどう

の七つの幹線行政区分（七道
しちどう

）とその支路や連絡路、三関
さんげん

（不破
ふ わ

関・鈴鹿
す ず か

関・愛発
あ ら ち

関）をは

じめとする関所などから成り立っていました。 

国郡里制
こ く ぐ ん り せ い

（古代の地方制度）の施行当初、袋井市域は佐野
さ や

(益)郡
ぐん

と長田郡
ながたぐん

、周智郡
しゅうちぐん

に含

まれていたと考えられています。長田郡
ながたぐん

は和銅
わ ど う

２年(709年)に長上
ながのかみ

・長下
ながのしも

の二郡に分かれ

ましたが、『和名類聚抄
わみょうるいじゅしょう

』に記載された長下郡
ながのしもぐん

の郷名に「貫名
ぬ き な

」の名が記されていること

から、本市域の南部が長下郡
ながのしもぐん

であった可能性があります。 

延暦
えんりゃく

16年(797年)に編さんされた『続日本
しょくにほん

紀
ぎ

』養老
ようろう

６年(722年)２月16日条に「丁亥（十

六日）、割二遠江国
とおとうみのくに

佐
さ

益
や

郡
ぐん

八郷一、始置二山
やま

名郡
な ぐ ん

一」と記され、山
やま

名郡
な ぐ ん

が佐野（益）郡から分

割し設置され、原野谷
は ら の や

川両岸の地域の大半が山
やま

名郡
な ぐ ん

となったと考えられています。 

発掘調査などによって発見された出土遺物から、周智郡
しゅうちぐん

の郡衙
ぐ ん が

（郡の役所）は稲荷
い な り

領家
りょうけ

遺跡、佐野郡衙
さ や ぐ ん が

は坂
さか

尻
じり

遺跡と考えられます。山
やま

名郡衙
な ぐ ん が

については、掛之上
か け の う え

遺跡が候補とし

てあげられますが、税として集めた米などを保管する双倉
ならびくら

の跡が発見されたものの郡衙に

あるべき郡庁（郡司が政務を執った建物）などの建物跡や墨書
ぼくしょ

土器
ど き

などがあまり見られな

いことから、他所にある可能性も考えられます。 

平城京から「遠江国山名郡進上中男作物堅魚十斤天平十七年□月」と書かれた木製荷札

(木簡
もっかん

)が出土していることがあげられます。この木簡は、天平
てんぴょう

17年(745年)に遠江国の山名

郡に住んでいた中男
ちゅうなん

(養老令
ようろうりょう

では17〜20歳)が、乾燥した鰹十斤
じゅっきん

(約6〜7kg)を奈良の都に

納めた記録を記した送り状です。都と袋井市の関係を示す重要な記録です。 

『万葉集
まんようしゅう

』には、山
やま

名郡
な ぐ ん

出身の防人
さきもり

(丈部
はせつかべの

真
ま

麿
まろ

・丈部
はせつかべの

川相
か わ い

)の歌や本市域南部の地名「浅

羽」の由来(浅葉
あ さ ば

野
の

)と見られる歌も載せられています。 

平安時代の幕引きとなった、保元
ほうげん

・平治
へ い じ

の乱と、一般に源平合戦と呼ばれる治承
じしょう

・寿
じゅ

永
えい

の内乱と呼ばれる騒乱は本市域でも無関係ではなく、平治
へ い じ

の乱
らん

で落命
らくめい

した源義朝
みなもとのよしとも

・義
よし

平
ひら

・

朝長
ともなが

の供養塔が積雲院
せきうんいん

門前に祀られ、朝長
ともなが

の最期にまつわる伝承が残されています。 
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（５）荘園と武士団の勃興・戦国の動乱 

もっとも古く「袋井」の名を記す資料は、正安２年(1300年)に成立した高階宗成
たかしなむねなり

の「遺
い

塵和
じ ん わ

歌集
かしゅう

」があり、弘安年間末(1287～1288年)の鎌倉までの宿場名を歌った長歌に、袋井

のほか橋本・引
ひく

馬
ま

・池田・懸
かけ

川
がわ

・鳴滝
なるたき

・山口・菊川の遠 江 国
とおとうみのくに

８宿と、駿河
す る が

国
のくに

18宿が読み

込まれています。 

袋井は鎌倉時代中ごろまでには宿場
しゅくば

(商業・宿泊地)として成立していたと考えられます。

公設の街道施設ではなく、地域的有力者によって営まれた宿場と見られます。東海道は海

沿いを通り、峠越
とうげご

えや大河の渡しなどの景勝地
けいしょうち

に恵まれていたため、往来する旅人間で名

所や古跡
こ せ き

が話題となり、歌枕
うたまくら

として広く知られるようになって、しばしば和歌
わ か

や漢詩
か ん し

、

物語
ものがたり

、宴曲
えんきょく

、謡曲
ようきょく

などの題材になっています。 

建武
け ん む

３年(1336年)には、南朝方
なんちょうがた

の井伊氏が挙兵し、北朝軍
ほくちょうぐん

(足利軍
あしかがぐん

)と遠江
とおとうみ

国内で衝突

しました。８月12日(旧暦)には袋井宿の近くでも戦(袋井畷
ふくろいなわて

の合戦)となりました。袋井周

辺では南朝
なんちょう

勢力
せいりょく

が優勢で、南朝方皇子が移り住んだ館に由来する「御門
み か ど

」や「大門
だいもん

」な

どの地名がJR袋井駅周辺に残されています。 

現在の東名高速道路袋井インターチェンジ南東の海蔵寺
かいぞうじ

近くには、北朝軍の九州方面軍

を指揮して、北朝に勝利をもたらし、幕府の要職を歴任した今川
いまがわ

貞
さだ

世
よ

(了
りょう

俊
しゅん

)が晩年暮らし

た屋敷跡があったと伝えられ、海蔵寺
かいぞうじ

境内は貞
さだ

世
よ

の弟の今川
いまがわ

仲秋
なかあき

の屋敷跡とも伝えられて

います。貞
さだ

世
よ

らの父である今川
いまがわ

範
のり

国
くに

は、戦国大名になる今川氏の基礎を築いたことでも知

られ、駿河
す る が

・遠江
とおとうみ

の守護
し ゅ ご

を任じられていた人物です。 

応仁
おうにん

の乱
らん

の影響を受ける中、袋井周辺では遠江
とおとうみ

守護の座をめぐって、中央から派遣され

てきた斯波
し ば

氏と駿河
す る が

の今川
いまがわ

氏が対立します。文明
ぶんめい

６年(1474年)以降、駿河の今川氏が本格

的に遠江
とおとうみ

進出を始め、久野
く の

氏の一族、久野清
きよ

憲
のり

は今川氏に従います。両陣営の武将は自ら

の拠点地を守るため城塞
じょうさい

の構築が進められ、春岡
はるおか

の村松氏は本庄山
ほんじょうやま

砦
とりで

、堀越
ほりこし

氏も屋敷背

後や付近の丘陵に堀越
ほりこし

城、小笠原
おがさわら

氏が南部海岸平野を見わたす丘陵上に馬伏
ま む し

塚
づか

城、今川氏

の家臣の久野宗
むね

隆
たか

は本貫地の西側にある丘陵先端部に久野城を明応
めいおう

３年(1494年)頃に築城

しました。 

元亀
げ ん き

３年(1572年)、久野城は武田
た け だ

信
しん

玄
げん

の本隊に

攻められましたが、信玄は落城させることなく軍

を西へ向け、木原
き は ら

へ進軍し、三方原の合戦の前哨

戦として三ケ野
み か の

に陣取る徳川軍と戦いました

(木原畷
きはらなわて

の戦い)。 

小田原
お だ わ ら

合戦
かっせん

の後、徳川
とくがわ

家康
いえやす

の関東入封の際には、久
く

野
の

宗
むね

能
よし

は下総
しもうさ

の佐倉
さ く ら

に１万３千石を

与えられ、転封となりました。その後、東海道の諸城には関東の抑えとして豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

系の

武将が配置されました。久野城は松下之
まつしたゆき

綱
つな

が城主となり、東海道の沿線の治安維持にあた

りました。発掘調査の成果からは、城内で大規模な拡張整備が行われ、多くの建物が瓦葺

きとなり、中には鯱瓦
しゃちがわら

を載せた建物もあったことが想定されます。 

久野城址 
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（６）戦国時代の終焉と東海道袋井宿 

慶長
けいちょう

３年(1599年)に松下之綱
まつしたゆきつな

の跡を継いで久野城主となった松下重綱
しげつな

は、秀吉死後、主

を徳川家康とし、関ヶ原の合戦では東軍に属し、岐阜城攻めなどの活躍から旧領を安堵さ

れました。この後、松下氏は徳川幕藩体制
とくがわばくはんたいせい

に組み込まれ、近世大名の久野藩主となりまし

た。関ヶ原の戦後処理として、徳川家康は大坂方に属した大名の改易
かいえき

(所領没収)や所領の

削減と転封を断行し、久野藩周辺でも横須賀
よ こ す か

藩、掛川
かけがわ

藩、浜松
はままつ

藩にそれぞれ譜代大名が移

されてきました。重綱
しげつな

も慶長
けいちょう

５年(1603年)になると、幕府に無許可で石垣を築いたことか

ら常陸小張
ひ た ち こ は り

へ転封となりました。 

元和
げ ん な

５年(1619年)に徳川頼宣
とくがわよりのぶ

が和歌山
わ か や ま

藩主
はんしゅ

となり紀州
きしゅう

へ移ると、それに従って久野宗成
く の む ね な り

は伊勢田丸藩
い せ た ま る は ん

へ移っていきました。次に城主となったのは北条
ほうじょう

氏
うじ

重
しげ

で、氏重は横須賀
よ こ す か

城番

や田中城番を歴任し、寛永
かんえい

17年(1640年)に転封となりました。その後、しばらくの間、久

野城は横須賀
よ こ す か

藩の預かりとされていましたが、正保
しょうほう

元年(1644年)になると幕府
ば く ふ

直轄
ちょっかつ

となり、

廃
はい

城
じょう

となることが決定されました。 

徳川
とくがわ

家康
いえやす

は、関ヶ原の戦いで勝利をすると、東海道の整備を慶長
けいちょう

６年(1601年)に始めま

した。市内には久津部
く つ べ

から反所
たんどころ

(新屋
あ ら や

)までと、川井
か わ い

から木原
き は ら

までの間に松並木
まつなみき

が整備され、

道中奉行
どうちゅうぶぎょう

が管理をしていました。 

慶長
けいちょう

９年(1604年)、徳川秀忠の命により、江戸日本橋を基点 

として、街道沿いに一里塚が築造されました。一里塚は、街道 

の両側に一里(約4km)ごとに距離の目印として設置されたもの 

で、市内には、江戸から60里目の久津部
く つ べ

一里塚と61里目の木
き

原
はら

 

一里塚の２カ所が整備されました。 

元和
げ ん な

２年(1616年)８月４日に、宿場
しゅくば

開設
かいせつ

に関する達
たっし

が発給 

され、袋井は正式に東海道の宿場となり、経済と流通の中心は 

宿へと移っていきました。 

袋井宿は、原野谷
は ら の や

川の北岸に位置し、北側に広岡川、西側は 

沖之川
お き の が わ

と三方を河川に囲まれ、宿場の周りには土堤
ど て い

が築かれ、 

さながら輪中
わじゅう

集落
しゅうらく

のような様相をしています。元禄年間
げんろくねんかん

(1688～1704年)頃の作成と推定さ

れる市指定文化財『袋井宿絵図
ふ く ろ い し ゅ く え ず

』には、宿場内の様子が描かれています。 

 嘉永
か え い

７年(1854年)には、安政
あんせい

の大地震と呼ばれる大震災に襲われ、袋井宿は噴
ふん

砂
さ

による

液状化が発生し、建物の倒壊や火災発生など大きな被害を受けました。 

（７）東海道の近代化と鉄道、そして戦時下のふくろい 

明治２年(1869年)に政府が建設を決定した鉄道は、明治13年(1880年)までに東京〜横浜

間と神戸〜大津間は開業を迎えますが、明治22年(1889年)に東海道幹線鉄道(1895年から東

海道線と改称)として東京～神戸間が開通しました。 

 袋井駅が開業すると、袋井宿は交通拠点としての地位を奪われてしまい、人や物資は駅

前へと集まるようになりました。 

久努の松並木 
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このため、森町
もりまち

などから袋井駅への交通手段が必要となり、秋葉街道
あ き は か い ど う

沿いに、旧宿場町

のまん中を通る鉄道が明治35年(1892年)12月28日、全長13.7km、軌間726mmの馬車鉄道とし

て開業しました(秋葉馬車鉄道株式会社)。 

明治44年(1911年)に藤枝
ふじえだ

から相良
さ が ら

方面への藤相 

鉄道が開業したことを契機に、大正３年(1914年) 

に、袋井～横須賀
よ こ す か

間でも中遠鉄道が建設され、昭和 

２年(1927年)には、新三俣
しんみつまた

まで延長されています。 

昭和18年(1943年)に戦時統制の国策により静岡鉄 

道が成立し、中遠線
ちゅうえんせん

、秋葉線
あ き は せ ん

の両線とも同社の一路 

線となり、袋井駅は南北の私鉄に乗り換えることが 

できる拠点駅(ハブステーション)として賑わいを見 

せます。 

（８）戦後復興とモータリゼーションの波 

 太平洋戦争の敗戦後、東海道本線は一般輸送に加えて復員兵、引揚者、疎開先からの帰

省客、買い出し客たちに加え、連合軍の兵員輸送という過大な負担が重くのしかかってい

ました。 

藤相線
とうそうせん

、中遠線
ちゅうえんせん

沿線には都市部からの買い出し客が殺到したため、戦前の苦境が嘘のよ

うに、両線とも超満員が続き、藤相線
とうそうせん

と中遠線
ちゅうえんせん

を結ぶ構想が持ち上がりました。両線とも

軽便鉄道
けいべんてつどう

で、線路幅も近く、戦争中軍が用いていた線路が同地帯にあったことから話は進

み、区間開業を経て昭和23年(1948年)に両線は結ばれ、新たに「駿遠線
すんえんせん

」と呼ばれること

になりました。その結果、大手
お お て

－新藤枝
しんふじえだ

－新袋井
しんふくろい

は全長64.6kmと、軽便鉄道
けいべんてつどう

としては日本

最長規模になりました。 

その後、モータリゼーション(車社会化)の荒波に対抗し切れず、また老朽化した

大井川橋梁
おおいがわきょうりょう

の架け替えに多額の費用を要することから、全通からわずか16年後の昭和39年

(1964年)より区間廃止が始まり、昭和45年(1970年)に全線廃止となり、代行バスに転換さ

れていきました。 

 高度経済成長期には、東名高速道路の建設と袋井インターチェンジの開業、東海道新幹

線の建設と開業が続きました。 

（９）災害履歴 

 鶴松遺跡
つ る ま つ い せ き

では、弥生時代後期前半(２世紀末)の住居跡 

を噴砂
ふ ん さ

(地震の発生で液状化して吹き出した砂のこと) 

が横切っていて、弥生時代後半(３世紀)の地層で覆われ 

ていることが確認された県内最古の噴砂
ふ ん さ

として知られて 

います。 

また、坂尻
さかじり

遺跡で確認された噴砂
ふ ん さ

では、６世紀末から 

７世紀初頭の住居跡を貫き７世紀中葉以前の堆積層まで 坂尻遺跡の噴砂 

秋葉線(袋井駅前) 『なつかしの秋葉線』 
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達していたものがあり、『日本
に ほ ん

書紀
し ょ き

』天武天皇
てんむてんのう

13年(684年)10月14日の条に伝える南海地震

に連動した東海地震の痕跡であると言われています。  

 延宝
えんぽう

８年(1680年)の台風は江戸時代最大と呼ばれるもので、『百姓
ひゃくしょう

伝記
で ん き

』によると、閏
うるう

８月６日早朝から風が強くなり、昼前に高潮
たかしお

が押し寄せ、海岸付近の村落は波に飲まれ多

くの人命が失われました。その後、避難用の築山
つきやま

(命山
いのちやま

：県指定史跡)が造られました。 

また、貞
じょう

享
きょう

3年(1686年)、渥美半島沖の遠州灘
えんしゅうなだ

を震源とする地震では、横須賀
よ こ す か

城
じょう

（掛川
かけがわ

市）の被害が記録されていて、多くの櫓
やぐら

が傾いた記録が残ります。宝
ほう

永
えい

４年(1707年)の地

震では、袋井宿でも家屋の倒壊の記録が残され、続く余震によって天竜川
てんりゅうがわ

などの大河川の

堤防が崩壊し、街道や田畑にも地割れが発生し、地震から49日後に富士山の新たな火口か

ら噴煙が上がりました。 

文政
ぶんせい

11年(1827年)にも、台風被害の記録が残り、深見
ふ か み

で太田川
おおたがわ

が決壊しています。そして、

天保
てんぽう

４年(1833年)から続く天候不順は収まることなく、天保
てんぽう

７年(1836年)まで続き、その年

は大潮風
おおしおかぜ

が吹き、塩害
えんがい

で大凶作
だいきょうさく

となってしまいました。 

近代以降の大きな災害は次のとおりです。ここでも、地震のほかに風水害が多いのが本

市の特徴であることがわかります。 

 
〇 風水害 
ア 明治35年（1902年）３月１日    竜巻による災害 
イ 明治40年（1907年）９月17日～18日 台風による災害 
ウ 大正３年（1914年）８月29日～30日 台風による災害 
エ 大正15年（1926年）９月４日    台風による災害 
オ 昭和25年（1950年）６月９日～14日 梅雨前線、低気圧による災害 
カ 昭和26年（1951年）７月１日～２日 台風による災害 
キ 昭和26年（1951年）10月13日～16日 台風による災害 
ク 昭和27年（1952年）７月10日～15日 熱帯性低気圧、梅雨前線による災害 
ケ 昭和28年（1953年）９月25日～26日 台風による災害 
コ 昭和34年（1959年）８月26日～27日 低気圧、温暖前線による災害 
サ 昭和34年（1959年）９月26日    台風第15号（伊勢湾台風） 
シ 昭和49年（1974年）７月７日～８日 台風第８号及び梅雨前線による災害（七夕豪雨

たなばたごうう

） 
ス 昭和57年（1982年）９月11日～13日 台風第18号及び前線による災害 
セ 平成10年（1998年）９月23日～24日 前線による災害 
ソ 平成16年（2004年）11月11日～12日 集中豪雨 
タ 平成19年（2007年）２月14日    突風による災害 
チ 平成20年（2008年）３月14日    突風による災害 
ツ 平成23年（2011年）９月21日    台風第15号による災害 
テ 平成24年（2012年）６月19日    台風第４号による災害 
ト 平成24年（2012年）８月14日    大雨による災害 
ナ 平成24年（2012年）９月30日    台風第17号による災害 
ニ 平成24年（2012年）10月23日    突風による災害 
ヌ 平成26年（2014年）10月５日～６日 台風第18号による災害 
 

〇 震災被害 
ア 宝永４年（1707年）10月28日 宝永地震 
イ 安政元年（1854年）12月23日 安政東海地震 
ウ 明治24年（1891年）10月28日 濃尾

の う び

地震 
エ 昭和19年（1944年）12月 7日 東南海地震 
オ 平成21年（2009年）８月11日 駿河湾の地震 
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第２章 袋井市の文化財の概要と特徴 
 

１ 指定等文化財の概要と特徴 

 令和４年(2022年)４月時点で、袋井市に所在する、文化財保護法（昭和25年法律第214号）

の規定による国指定・登録文化財、静岡県文化財保護条例(昭和36年静岡県条例第23号)の

規定による県指定文化財、袋井市文化財保護条例(平成17年袋井市条例第84号)による指定

文化財の件数は合計で86件を数えます。 

 本市の文化財指定は、袋井市

文化財保護条例及び、袋井市文

化財保護条例施行規則の基準に

よって、本市にとって貴重な文

化財又は高い技術等について指

定を行っています。 

 指定種別では「建造物」の指定

件数が多く、国・県指定いずれに

おいても上位を占めています。

また、「彫刻」に属する仏像の指

定が多いのも特徴です。 

 

 

 

 

（１） 有形文化財 

《指定建造物》 

 市内にある指定文化財の建造物は、重文５ 

件、県指定５件、市指定５件です。   

天正18年(1590年)創建の 流造
ながれづくり

檜皮葺
ひ わ だ ぶ き

の

冨士
ふ じ

浅間
せんげん

宮本
ぐうほん

殿
でん

(重文)を始め、真言宗の古刹

として知られる油
ゆ

山寺
さ ん じ

には、県内唯一の江戸

前期建立の城門
じょうもん

建築として知られ、明治期に

移築された掛川
かけがわ

城
じょう

御殿下
ご て ん し た

御門
ご も ん

であった油
ゆ

山寺
さ ん じ

山門
さんもん

(重文) や、横須賀城(掛川市)から移築さ

れた油山寺書院
ゆ さ ん じ し ょ い ん

(県指定)、旧長溝
ながみぞ

村
むら

庄屋の

仁科家
に し な け

住宅を移築した油
ゆ

山寺
さ ん じ

方丈
ほうじょう

(県指定)が

あります。 

 指定等文化財件数表（令和 4年 4月 1日現在） 

区分/種別 
国 県 市 

計 
指定 登録 指定 指定 

有形文化財 

建 造 物 ５ ４ ５ ５ 19 

美術工芸品 

絵画 ０ ０ ０ ２ ２ 

彫刻 ０ ０ ２ ９ 11 

工芸品 １ ０ ３ ４ ８ 

書跡・典籍・古文書 ０ ０ １ 12 13 

考古資料 ０ ０ １ ３ ４ 

歴史資料 ０ ０ ０ ６ ６ 

無形文化財  ０ ０ ０ ０ ０ 

民俗文化財 
有形民俗 ０ ０ ０ ４ ４ 

無形民俗 ０ ０ １ ４ ５ 

記 念 物 

遺 跡（史跡） ０ ０ ２ ８ 10 

名勝地（名勝） ０ ０ ０ ０ ０ 

動物・植物・地質鉱物（天然記念物) ０ ０ １ ３ ４ 

文  化  的  景  観 ０ - － － ０ 

伝 統 的 建 造 物 群 ０ - － － ０ 

文 化 財 の 保 存 技 術 ０ - － － ０ 

計 ６ ４ 16 60 86 

 

冨士浅間宮本殿（重文） 
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油
ゆ

山寺
さ ん じ

三重塔
さんじゅうのとう

(重文)は天正２年(1574)から

慶長14年(1609年)までに二層までが建てられ、

三層目を久野城主久野
く の

宗成
むねなり

が慶長16年(1611年)

に完成させたものです。その塔の北側には元文
げんぶん

４年(1739年)建立の油
ゆ

山寺
さ ん じ

本堂
ほんどう

(県指定)があ

り 、 内 陣 に は 秘 仏 の 本 尊 を 収 め る

油山寺本堂内厨子
ゆ さ ん じ ほ ん ど う な い ず し

(重文)が安置されています。 

その他、法
はっ

多山
た さ ん

の名で親しまれている尊
そん

永寺
え い じ

の参道入口には尊永寺
そ ん え い じ

仁王
に お う

門
もん

(重文)があります

が、前述した冨士
ふ じ

浅間
せんげん

宮本
ぐうほん

殿
でん

とともに、移築建築と伝えられています。 

赤尾
あ か お

渋
しぶ

垂
たれ

神社
じんじゃ

の境内に建つ白山
はくさん

権現社
ごんげんしゃ

(市指定)は、天
てん

正
しょう

16年(1588年)に建てられた旧長

楽寺（廃寺）の建物と伝えられています。また、享保18年(1735年)頃に建立されていた西楽寺
さ い ら く じ

本堂
ほんどう

(県指定)は、当地方の近世本堂建築の典型的な五間堂
ご け ん ど う

です。格子戸
こ う し ど

などの柱間装置
は し ら ま そ う ち

を

境にした南側２間の外陣
げ じ ん

には大虹梁
だいこうりょう

を用い、柱を省略し空間を広くするなどの空間構成を

もった建築物となっています。 

尊永寺
そんえいじ

の小院、正法院
しょうぼういん

の正門だった尊
そん

永
えい

寺
じ

黒
くろ

門
もん

(市指定)は、宝
ほう

永
えい

８年(1712年)建立の

檜皮葺
ひ わ だ ぶ き

四脚門
しきゃくもん

です。寛政
かんせい

８年(1796年)に建立された茅葺
かやぶき

屋根
や ね

の雲谷寺
う ん こ く じ

東司
と う す

(市指定)は

入母屋造妻入
い り も や づ く り つ ま い り

の建築で、天
てん

正
しょう

14年(1586年)建立と伝わり、貞享4年(1687年)の修繕記録が残

る建
けん

福寺
ふ く じ

薬師堂
や く し ど う

(市指定)は、前進寺院から受け継いだ建物で、秘仏を安置する遠江
とおとうみ

四十九
し じ ゅ う く

薬師
や く し

巡
めぐ

りの第34番札所
ふだしょ

となっています。また、可睡
か す い

斎
さい

護国塔
ご こ く と う

(県指定)は、日露戦争戦没者

供養のため、建築家伊東
い と う

忠
ちゅう

太
た

の設計で明治
め い じ

44年

(1911年)に建立されたものです。下部では室内がレ

ンガ積み、外面は花崗岩積、上部塔屋は鉄筋コンク

リート製ドーム建築です。 

旧東海道沿いには、地方医療の場として近隣住人

に広く知られていた旧澤野
きゅうさわの

医院
い い ん

(市指定)の病棟・居

宅・渡り
 

廊下・洋館が軒を重ねています。 

《登録有形文化財（建造物）》 

 国により登録されている建造物としては、日本国

有鉄道二俣
ふたまた

線
せん

(現：天竜
てんりゅう

浜名
は ま な

湖
こ

鉄道
てつどう

)の一
いちの

宮川
みやかわ

に架か

る橋梁として、鉄道省が設置した単線
たんせん

仕様
し よ う

の鋼製
こうせい

単
たん

桁
けた

橋
きょう

及びコンクリート造
ぞう

二連
に れ ん

桁橋
けたばし

の一
いちの

宮川
みやがわ

橋梁
きょうりょう

(橋長 40ｍ)があります。 

昭和12年(1937年)に建立された木造２階建、

桟瓦葺
さんがわらぶき

入母屋造
い り も や づ く り

の大規模な迎賓
げいひん

施設
し せ つ

である可睡斎瑞龍閣
かすいさいずいりゅうかく

及びや、同時に建立された木造
もくぞう

 西楽寺本堂（県指定） 

可睡斎護国塔（県指定） 
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平屋建
ひ ら や だ て

の水洗で、天蓋風
てんがいふう

飾りや

欄間
ら ん ま

の細工など風雅な意匠を持つ

可睡
か す い

斎
さい

東司
と う す

があります。 

原野谷川
は ら の や が わ

右岸に南北棟で建ち、 

木造
もくぞう

二階建
に か い だ て

洋風
ようふう

外観
がいかん

で、戦後復興

期の各種学校
がっこう

校舎の特徴を残す

旧中村
きゅうなかむら

洋裁
ようさい

学院
がくいん

が登録され保存と

活用が図られています。 

《美術工芸品》 

 絵画として指定されている２件は、遠州
えんしゅう

南画派
な ん が は

絵師の筆による(足立
あ だ ち

雪山
せつざん

筆
ひつ

絹本
けんぽん

墨書
ぼくしょ

)蜀
しょく

桟道
さんどう

(図)（市指定）と、毎年４月の涅槃会
ね は ん え

において本尊前に御開帳される、(紙本
し ほ ん

彩色
さいしき

軸
じく

装
そう

)

用
よう

福寺
ふ く じ

釈迦
し ゃ か

涅槃図
ね は ん ず

(市指定)は、正徳４年(1714 年)の製作で、山梨
やまなし

中町
なかまち

の絵師、藤下又四郎
ふ じ し た ま た し ろ う

守房
もりふさ

の筆によるものです。 

彫刻は11件です。仏像は木造だけではなく鉄や銅などの金属造の仏像もあり、製作時期

ごとに見ると、平安期では、(西楽寺
さ い ら く じ

)木造
もくぞう

薬師
や く し

如来
にょらい

坐像
ざ ぞ う

(県指定)、西楽寺
さ い ら く じ

木造
もくぞう

阿弥陀
あ み だ

如来
にょらい

坐像
ざ ぞ う

及び両脇
りょうわき

侍
じ

坐像
ざ ぞ う

(県指定)と(岩松寺
がんしょうじ

木造
もくぞう

)聖
しょう

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

(立像)(市指定)、(岩松寺
がんしょうじ

木造
もくぞう

)

不動明王
ふどうみょうおう

二童子
に ど う じ

立像
りつぞう

(市指定)、(了
りょう

教寺
きょうじ

木造
もくぞう

)阿弥陀
あ み だ

三尊
さんぞん

(坐
ざ

)像(市指定)、(梅山
うめやま

八幡
はちまん

神社
じんじゃ

木造
もくぞう

)阿弥陀
あ み だ

如来
にょらい

坐像
ざ ぞ う

(市指定)があります。鎌

倉期では、(宗
そう

円寺
え ん じ

鉄造
てつぞう

)薬師
や く し

如来
にょらい

立像
りゅうぞう

(市指

定)、室町期では、長泉寺
ちょうせんじ

(木造
もくぞう

)薬師
や く し

如来
にょらい

立像
りゅうぞう

(市指定)、(松
しょう

秀寺
しゅうじ

木造
もくぞう

)十一面
じゅういちめん

観音
かんのん

(菩薩
ぼ さ つ

)坐像
ざ ぞ う

(市指定)、江戸期では、西楽寺
さ い ら く じ

(銅造
どうぞう

)不動明王
ふどうみょうおう

立像
りゅうぞう

(市指定) があります。仏像以外では、室

町期の作で、獅子
し し

の頭部とみられる(富里
とみさと

王子
お う じ

神社
じんじゃ

木造
もくぞう

)獅子頭
し し が し ら

(市指定)があります。 

工芸品は８件です。鎌倉期の密教
みっきょう

修法
しゅうほう

で使用される法
ほう

具
ぐ

(尊
そん

永寺
え い じ

)金銅
こんどう

五種
ご し ゅ

鈴
れい

（重文）は、

尊
そん

永寺
え い じ

にのみ残された意匠のものです。 

また、浜名郡
は ま な ぐ ん

橋本
はしもと

の教
きょう

恩寺
お ん じ

梵鐘
ぼんしょう

として文明6年(1474年)造られたことが銘文に陽刻され

ている（正福寺
しょうふくじ

銅造
どうぞう

鋳造年等
ちゅうぞうねんなど

陽刻
ようこく

）梵鐘
ぼんしょう

（県指定）や、永正15年(1518年)に佐野郡
さ や ぐ ん

富部
と ん べ

郷
ごう

一宮川橋梁（登録文化財） 

西楽寺木造阿弥陀如来坐像及び両脇侍坐像（県指定） 
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の西宮
にしみや

八王子
は ち お う じ

大明神
だいみょうじん

の梵鐘
ぼんしょう

として造られたことが

陽刻された(可睡
か す い

斎
さい

銅造
どうぞう

鋳造年等
ちゅうぞうねんなど

陰刻
いんこく

)梵鐘
ぼんしょう

(県指

定)、大永2年(1522年)に堀越
ほりこし

氏
うじ

延
のぶ

(今川
いまがわ

了
りょう

俊
しゅん

の昆
こん

孫
そん

)が遠江
とおとうみ

国分寺
こ く ぶ ん じ

薬師堂
や く し ど う

に寄進したことが陰刻され

る岩松寺
がんしょうじ

の鰐
わに

口
ぐち

(県指定)、天正17年(1589年)の原川
はらかわ

浅間宮
せんげんぐう

(銅造
どうぞう

鋳造
ちゅうぞう

年等陰刻
ねんなどいんこく

)鰐
わに

口
ぐち

(市指定)及び、室町

期と推定される(銅造
どうぞう

小型
こ が た

)鰐
わに

口
ぐち

(市指定)がありま

す。 

また、鮮緑色の灰
かい

釉
ゆう

が施釉
せ ゆ

され、1250年頃(古瀬戸
こ せ と

編年
へんねん

前期Ⅲ期)の製作と推定される(鶴松
つるまつ

遺跡出土)

古瀬戸黄釉
こ せ と き ゆ う

瓶子
へ い し

(市指定)、明治期の久津部
く つ べ

村
むら

が、学制発布
は っ ぷ

以前に開校した学校の設立に係

る趣意書
し ゅ い し ょ

や、時間割等を印刷するために使った用
よう

行
こう

義塾
ぎじゅく

版木
は ん ぎ

(市指定)があります。 

書跡・典籍・古文書は13件です。道元
どうげん

が弟子の了
りょう

然
ぜん

(尼僧)に残したと伝わる紙本墨書
し ほ ん ぼ く し ょ

示了然道者法語
しめすりょうねんどうじゃほうご

(県指定)、元亀３年(1572年)駿河(現在の静岡県中部)から遠江(現在の静岡

県西部)を経て三河(現在の愛知県東部)方面へ進軍する途上で、可睡斎に与えられた発武田
た け だ

信
しん

玄
げん

の
 

竜
たつ

の朱印状
しゅいんじょう

(市指定)は、武
たけ

田家
だ け

勘定
かんじょう

奉行
ぶぎょう

であった市川
いちかわ

(昌房
まさふさ

)宮内
く な い

助
すけ

が信
しん

玄
げん

の意を受

けて発給したものです。 

西楽寺
さ い ら く じ

には、豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

から寺領
じりょう

安堵状
あんどじょう

が天正18年(1590年)に発給
はっきゅう

されました。その後、

豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

から小梅
こ う め

や浜
はま

納豆
なっとう

、山椒
さんしょ

などの献上品
けんじょうひん

に対する礼状
れいじょう

の西楽寺
さいらくじ

(豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

)朱印状
しゅいんじょう

(市指定)が残されています。また、近世初頭の領民支配の状況を伝える深見村
ふ か み む ら

・梅山村
うめやまむら

宛

ての徳川(家)七
なな

ケ
か

条
じょう

定書
さだめがき

(市指定)、拾歩壱
じゅうぽいち

 御朱印状
ごしゅいんじょう

(市指定)があります。 

袋井
ふくろい

宿
しゅく

や本陣
ほんじん

に関わる文書として、宿駅
しゅくえき

の認定にあたって徳川
とくがわ

頼信
よりのぶ

家臣から発給された

地子
ぢ し

免除書
めんじょしょ

(税免除通知書)である袋井宿
ふくろいしゅく

開設
かいせつの

お
 

墨付
すみつき

(市指定)や、本陣開業を許可するため

の実績(宿泊者)記録であったと見られる袋井
ふくろい

本陣
ほんじん

御宿帳
おんやどちょう

(市指定)があります。 

このほか、近世村落の納税関係記録遠江国
とおとうみこく

山名郡
や ま な ぐ ん

川井村
か わ い む ら

水帳
みずちょう

(市指定)、辰年
たつのとし

宇苅
う が り

馬谷村
まがやむら

可 納
おさむるべき

御
おん

年貢
ね ん ぐ

割付
わりつけ

の書状(市指定)、遠
えん

州
しゅう

周
しゅう

智
ち

郡
ぐん

宇
う

苅
がり

之
の

内
うち

馬
ま

ヶ
が

谷
や

村
むら

御
おん

検
けん

地
ち

水
みず

帳
ちょう

(市指定)、

文化
ぶ ん か

六年
ろくねん

菩提新田巳改
ぼだいしんでんみのあらため

茶畑
ちゃばたけ

検地帳
けんちちょう

・文化
ぶ ん か

十三年
じゅうさんねん

菩提新田子改
ぼだいしんでんねのあらため

茶畑
ちゃばたけ

検地帳
けんちちょう

(市指定)、村南側

の堤防の取り扱いに関する裁定書堤上置并道置土
つつみうえおきならびにみちおきつち

についての裁定書
さいていしょ

(市指定)や、当市出身

書家による(川村驥山
か わ む ら き ざ ん

筆紙本
ひ つ し ほ ん

墨書
ぼくしょ

軸装
じくそう

)孝
こう

経
きょう

(市指定)があります。 

考古資料は４件です。５世紀中頃の木棺直葬
もっかんじきそう

の埋葬施設
ま い そ う し せ つ

をもつ方墳
ほうふん

から出土した鉄製
てつせい

三角板
さんかくいた

革
かわ

綴
とじ

短甲
たんこう

や鉄
てつ

製
せい

三
さん

角
かく

板
いた

革
かわ

綴
とじ

衝
しょう

角付
かくつき

冑
かぶと

とともに、武器武具、農工具を含む副葬品が

出土した五ヶ山
ご か や ま

Ｂ２号墳出土遺物(県指定)、現在は愛野向山古墳群
あ い の む か い や ま こ ふ ん ぐ ん

Ｂ支群
し ぐ ん

27号墳と呼称さ

金銅五種鈴（重文） 
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れる円墳
えんふん

から、開墾時に出土

し た 五軒平古墳
い け ん び ら こ ふ ん

出土
しゅつど

五鈴鏡
ごれいきょう

(市指定)、弥生時代中期の

方形
ほうけい

周
しゅう

溝
こう

墓
ぼ

主体部
し ゅ た い ぶ

から出土

し た 細型
ほぞがた

硬質
こうしつ

緑色
りょくしょく

凝灰岩製
ぎょうかいがんせい

(262点)の(北山
きたやま

遺跡
い せ き

出土
しゅつど

)管
くだ

玉
たま

(市指定)及び、方形
ほうけい

周
しゅう

溝
こう

墓
ぼ

から出土した(団子
だ ん ご

塚
づか

遺跡
い せ き

出土
しゅつど

)鉄
てっ

剣
けん

(市指定)があります。 

歴史資料は６件です。江戸前期の袋井
ふくろい

宿
しゅく

の姿を描いた(紙本
し ほ ん

彩色
さいしき

巻子本装
か ん す ほ ん そ う

)袋井
ふくろい

宿
しゅく

絵図
え ず

(市指定)、江戸後期の中泉代官
なかいずみだいかん

が宿内にある茶屋の主人にあたえた梅
うめ

屋敷
や し き

の看板
かんばん

（市指定）

があります。 

また、上嶽寺
じょうがくじ

には、最後の久野城主北条氏重
ほうじょううじしげ

の葬列
そうれつ

を記録した(紙本
し ほ ん

墨書巻子本装
ぼ く し ょ か ん す ほ ん そ う

)北条
ほうじょう

出羽
で わ の

守氏重移葬
か み う じ し げ い そ う

葬列図
そ う れ つ ず

(市指定)があります。海蔵寺
か い ぞ う じ

には、遠江
とおとうみ

今川
いまがわ

氏
し

初代の今川
いまがわ

貞
さだ

世
よ

(了
りょう

俊
しゅん

)の筆により古今和
こ き ん わ

歌集
かしゅう

から４首を記した(紙本
し ほ ん

墨書軸装
ぼくしょじくそう

)今川了俊歌切
いまがわりょうしゅんうたきれ

(市指定)があ

り、後の時代の極書
きわめがき

(鑑定書)も付されています。 

近世東海道沿いの妙日寺
みょうにちじ

境内は、日蓮両親の屋敷跡と伝え、本堂東側に建つ恩親殿
おんしでん

奥の

墓所には愛野地区下石野の正覚寺から移された歴代貫名氏
ぬ き な う じ

の供養塔
く よ う と う

群とともに、柳生宗矩
やぎゅうむねのり

寄進による日蓮両親の供養塔妙
みょう

日
にち

尊
そん

儀
ぎ

妙
みょう

蓮
れん

尊
そん

儀
ぎ

供養塔
く よ う と う

(市指定)〔正保 3年(1646 年)建立〕

が祀られています。 

また、市域南部の近世期 33カ村において、貞享３年(1686)年に起きた中畦堤
なかうねづつみ

南北村落間

での水除堤
みずよけづつみ

争論
そうろん

に係る裁定書(紙本
し ほ ん

彩色軸装
さいしきじくそう

)裁許状
さいきょじょう

絵図
え ず

(４点)(市指定)があります。 

 

（２）民俗文化財 

有形民俗文化財は４件です。庶民信仰の実像を今に伝える深見村
ふ か み む ら

の長泉寺薬師
ち ょ う せ ん じ や く し

如来立像附
に ょ ら い り つ ぞ う ふ

(属
ぞく

の)遠江
とおとうみ

四十九
しじゅうく

薬師像
やくしぞう

(市指定)や、小山村
お や ま む ら

の住人、大宥
た ゆ う

が六十六部
ろくじゅうろくぶ

廻国聖
かいこくひじり

(勧進
かんじん

の巡礼者
じゅんれいしゃ

)として法華経
ほっけきょう

納経
のうきょう

のため、全国巡礼地522箇所を、元文4年(1739年)から６

年をかけて巡った記録である六十六部
ろくじゅうろくぶ

日本
に ほ ん

廻国
かいこく

納経帳
のうきょうちょう

（市指定）、文政13年(1830年)見取
み と り

村
むら

で伊勢
い せ

神宮
じんぐう

参詣
さんけい

旅費を記録 し た (伊勢
い せ

大神宮
だいじんぐう

おかげ)御蔭
お か げ

接待
せったい

寄附帳
き ふ ち ょ う

（市指定）、上山

梨村内でかつて山
やま

梨
なし

様
さま

として信仰され、現在

は用
よう

福寺
ふ く じ

境内に移されている橘逸勢
たちばなのはやなり

供養塔
く よ う と う

（市指定）があります。 

無形民俗文化財は５件です。正月の

予祝行事
よしゅくぎょうじ

として尊永寺
そ ん え い じ

で行われている法
はっ

多山
た さ ん

田遊
たあそび

祭
さい

(七段)(県指定)と、国本の冨士
ふ じ

浅間
せんげん 源朝長公御祭礼（市指定） 

袋井宿絵図（市指定） 
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宮田
ぐ う た

遊び祭
あ そ  さ い

(市指定)、盆行事として三川
みつかわ

友永
ともなが

で行われている源朝長公御祭礼
みなもとのともながこうごさいれい

(市指定)と、

木原
き わ ら

の念仏
ねんぶつ

衆
しゅう

によって行われる木原
き わ ら

大念仏
だいねんぶつ

(市指定)、そして、12 月のコトヨウカ行事とし

て浅名岡山
おかやま

の子どもたちの手によって行われる、疫
えき

神祓
しんはら

い行事岡山
おかやま

(集落)の山
やま

の神
かみ

祭り(市

指定)があります。 

 

（３）記念物 

遺跡は10件です。古墳時代後期６世紀前半期で、静岡県西部を代表する横穴式
よこあなしき

石室
せきしつ

を持

つ円墳である大門
だ い も ん

大塚
お お つ か

古墳(県指定)、発掘調査によって古墳時代の豪族居館跡が発見され

た古新田
こ し ん で ん

遺跡(市指定)や、保元
ほうげん

・平治
へ い じ

の乱から治承
じしょう

・寿
じゅ

永
えい

の乱までの時代変革期の人物と

家臣の伝承を伝える源 朝 長
みなもとのともなが

墓(供養塔)(市指定)が、積雲院
せきうんいん

の山門前に祀られています。 

また、戦国期には高天神城
たかてんじんじょう

攻略の際に徳川
とくがわ

家康
いえやす

に利用されたと見られ、駿河
す る が

伊達
だ て

氏が一

時期居留していた屋敷跡と推定される十二所
じゅうにしょ

居館
きょかん

跡
あと

(市指定)があります。 

戦国時代に築城された久野
く の

城址
じょうし

(市指定)や、馬伏塚
まむしづか

城跡(市指定)の城主小笠原
お が さ わ ら

氏
うじ

清
きよ

供養塔
く よ う と う

(市指定)が、了
りょう

教寺
きょうじ

境内に祀られています。 

江戸期の信仰を物語る万
ばん

松院
しょういん

の切支丹
き り し た ん

灯
どう

籠
ろう

(市指定)や、高潮から村人が避難する場所と

して造られた人工の丘築山である大野
お お の

命山
いのちやま

・中新田
なかしんでん

命山
いのちやま

(県指定)、ベトナムの民族運動家

ファン・ボイ・チャウ(1867～1910年)が当地

出身の医師への感謝の思いを残すため、東

浅羽村の村人らとともに大正7年(1918年)

常
じょう

楽寺
ら く じ

境内に建立した浅羽佐喜
あ さ ば さ き

太郎
た ろ う

公
こう

紀念
き ね ん

碑
ひ

(市指定)があります。 

記念物は４件です。植物では、重要文化財

油山寺山門前に立ち、弘法大師
こ う ぼ う だ い し

伝説を伝え

る油
ゆ

山寺
さ ん じ

の御霊
み た ま

スギ(県指定)は、樹皮が松

のように見えることで知られています。 

海岸に近い個人宅にあるマキの木(市指定)、イマメ(ウバメガシ)の木(市指定)のほか、

シイ・タブノキ・クスノキ・クロガネモチなどが自生する梅山
うめやま

八幡
はちまん

神社の森(市指定)は、

「静岡県のお宮の森・お寺の森100選」に選ばれ、ふるさとに残したい森として約4,600㎡

の範囲が指定されています。 

 久野城址（市指定） 
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指定等文化財一覧表（令和4年4月1日現在）（国指定重要文化財6件、県指定16件、市指定60件 計82件）（国登録有形文化財4件） 

指定

種別 
 番号 名       称 指定年月日 所 在 地 所 有 者 

国
指
定
文
化
財 

有
形
文
化
財 

 

建造物 

１ 冨士浅間宮本殿 S25. 8.29 国本 992 （宗）冨士浅間宮 

２ 油山寺山門 S25. 9.17 村松１ （宗）油山寺 

３ 油山寺三重塔 S25. 9.17 村松１ （宗）油山寺 

４ 油山寺本堂内厨子 S25. 9.17 村松１ （宗）油山寺 

５ 尊永寺仁王門 S25. 9.17 豊沢 2777 （宗）尊永寺 

工芸品 ６ 金銅五種鈴 S31. 6.28 豊沢 2777 （宗）尊永寺 

県 
 

指 
 

定 
 

文 
 

化 
 

財 

有
形
文
化
財 

建造物 

７ 油山寺本堂 S42.10.11 村松１ （宗）油山寺 

８ 油山寺書院 S44. 5.30 村松１ （宗）油山寺 

９ 可睡斎護国塔 S53. 3.24 久能 2913-4 （宗）可睡斎 

10 西楽寺本堂 S5511.28 春岡 384 （宗）西楽寺 

11 油山寺方丈 S58. 9.27 村松１ （宗）油山寺 

彫刻 
12 (西楽寺)木造薬師如来坐像 S31. 1. 7 春岡 384 （宗）西楽寺 

13 西楽寺木造阿弥陀如来坐像及び両脇侍坐像 H 8.11.18 春岡 384 （宗）西楽寺 

工芸品 

14 (正福寺銅造鋳造年等陽刻)梵鐘 S31.10.17 上山梨 1015 （宗）正福寺 

15 (可睡斎銅造鋳造年等陰刻)梵鐘 S45. 6. 2 久能 2913-1 （宗）可睡斎 

16 岩松寺の鰐口 S31.10.17 浅羽 3598 （宗）岩松寺 

書跡 17 紙本墨書示了然道者法語 S45. 6. 2 久能 2913-1 （宗）可睡斎 

考古 18 五ヶ山 B2号墳出土遺物 H15. 3.12 新屋 1-1-1 袋井市 

民俗 
文化財 

無形民俗  
文化財 19 法多山田遊祭 七段 S35. 4.15 豊沢 2777 法多山田遊祭保存会 

記念物 
遺跡 

20 大門大塚古墳 H 5. 3.26 高尾 776-1 袋井市 

21 大野命山・中新田命山 H19. 3.20 大野3435・中新田262 寄木神社(大野)総代・寄木神社(中新田)総代 

植物 22 油山寺の御霊スギ S27. 4. 1 村松１ （宗）油山寺 

市 
 
 
 

指 
 
 
 

定 
 
 
 

文 
 
 
 

化 
 
 
 

財 

有 
 
 
 

形 
 
 
 

文 
 
 
 

化 
 
 
 

財 

 建造物 

23 白山権現社 S51. 9.31 高尾 222 （宗）赤尾渋垂神社 

24 雲谷寺東司 S60. 3.19 大谷 1337 （宗）雲谷寺 

25 尊永寺黒門 H 1. 4. 1 豊沢 2777 （宗）尊永寺 

26 建福寺薬師堂 H 6. 3.28 川会 1083 （宗）建福寺 

27 旧澤野医院 H11. 4.23 川井 444-1 袋井市 

絵画 
28 (足立雪山筆絹本墨書)蜀桟道(図) S53.11. 9 下山梨 個 人 

29 (紙本彩色軸装)用福寺釈迦涅槃図 H 6. 3.28 上山梨 3039 （宗）用福寺 

彫刻    

30 (宗円寺鉄造)薬師如来立像 S58.12.22 川井 144-1 （宗）宗円寺 

31 長泉寺(木造)薬師如来立像 S60. 3.19 深見 1730 （宗）長泉寺 

32 (岩松寺木造)聖観世音菩薩(立像) S57.11. 3 浅羽 3598 （宗）岩松寺 

33 (岩松寺木造)不動明王二童子立像 H13.11. 1 浅羽 3598 （宗）岩松寺 

34 (了教寺木造)阿弥陀三尊(坐)像 H13.11. 1 浅名 1342 （宗）了教寺 

35 梅山八幡神社木造)阿弥陀如来坐像 H17. 1.28 梅山 1 梅山八幡神社氏子総代会 

36 (富里王子神社木造)獅子頭 H17. 1.28 富里 700 王子神社氏子総代会 

37 (松秀寺木造)十一面観音(菩薩)坐像 H17. 1.28 富里 453 松秀寺檀家総代会 

38 西楽寺(銅造)不動明王立像 H24. 2.24 春岡 384 （宗）西楽寺 

工芸品 

39 (鶴松遺跡出土)古瀬戸黄釉瓶子 S51. 9.21 新屋 1-1-1 袋井市 

40 用行義塾版木 S56. 3. 5 広岡 2317-1 市立袋井東小学校 

41 原川浅間宮(銅造鋳造年等陰刻)鰐口 S56. 3. 6 国本 964 （宗）冨士浅間宮 

42 (銅造小型)鰐口 S58.11. 3 浅羽 個 人 

書跡 43 (川村驥山筆紙本墨書軸装)孝経 S53.11. 9 豊沢 個 人 

古文書 

44 袋井宿開設お墨付 S49.10.24 袋井 個 人 

45 袋井本陣御宿帳 S49.10.24 新屋 1-1-1 袋井市 

46 遠江国山名郡川井村水帳 S49.10.29 新屋 1-1-1 袋井市 

47 堤上置并道置土についての裁定書 S53.11. 9 小山 小山自治会 

48 武田信玄の竜の朱印状 S57. 2. 8 久能 2915-1 （宗）可睡斎 

49 辰年宇苅馬谷村可納御年貢割付の書状 S58.12.22 宇刈 個 人 

50 (深見村宛)徳川(家)七ケ条定書 S58.12.22 新屋 1-1-1 袋井市 

51 文化六年菩提新田巳改茶畑検地帳・文化十三年菩提新田子改茶畑検地帳 S58.12.22 豊沢 個 人 

52 遠州周智郡宇苅之内馬ヶ谷村御検地水帳 S58.12.22 宇刈 個 人 

53 西楽寺(豊臣秀吉)朱印状 S62. 5.11 春岡 384 （宗）西楽寺 

54 (梅田村宛)拾歩壱御朱印状(徳川七ケ条定書) S56.11. 3 梅山 梅山自治会 

考古資料 

55 五軒平古墳出土五鈴鏡 S57. 2. 8 愛野 個 人 

56 (北山遺跡出土)管玉 H17. 1.28 新屋 1-1-1 袋井市 

57 (団子塚遺跡出土)鉄剣 H28. 1.28 新屋 1-1-1 袋井市 

歴史資料 

58 (紙本彩色巻子本装)袋井宿絵図 S53.11. 9 新屋 1-1-1 袋井市 

59 梅屋敷の看板 S57. 2. 8 新屋 1-1-1 袋井市 

60 (紙本墨書巻子本装)北条出羽守氏重移葬葬列図 S62. 5.11 国本 499 （宗）上嶽寺 

61 (紙本墨書軸装)今川了俊歌切 S62. 5.11 堀越 764-1 （宗）海蔵寺 

62 妙日尊儀妙蓮尊儀供養塔 S62. 5.11 広岡 2340 （宗）妙日寺 

63 (紙本彩色軸装)裁許状絵図(4点) S58.11. 3 松原 個 人 

民 

俗 

文 

化 

財 

有形民俗  

文化財 

64 長泉寺薬師如来立像附(属の)遠江四十九薬師像 S62. 5.11 深見 1730 （宗）長泉寺 

65 (伊勢大神宮おかげ)御蔭接待寄附帳 S62. 5.11 見取 個 人 

66 橘逸勢供養塔 S62. 5.11 上山梨 3039 （宗）用福寺 

67 六十六部日本廻国納経帳 S62. 5.11 小山 個人 

無形民俗  
文化財 

68 源朝長公御祭礼 S54.10. 1 友永 源朝長公御祭礼保存会 

69 木原大念仏 S56. 3. 5 木原 木原大念仏保存会 

70 冨士浅間宮の田遊び祭 H 1. 4. 1 国本 964 （宗）冨士浅間宮 

71 岡山(集落)の山の神祭り H17. 1.28 浅名 岡山山の神祭り保存会 

記
念
物 

遺跡 

72 久野城址 S54.10. 1 鷲巣 1135 袋井市 

73 源朝長墓 S54.10. 1 友永 648 （宗）積雲院 

74 馬伏塚城跡 S55.11. 3 浅名 1156 諏訪神社総代 

75 万松院の切支丹灯籠 S56.11. 3 梅山 468-1 万松院檀徒総代 

76 十二所居館 H10. 1.27 諸井 452-20 袋井市 

77 浅羽佐喜太郎公紀念碑 H10. 7.31 梅山 個 人 

78 古新田遺跡 H17. 1.28 浅羽 2641-1 袋井市 

79 小笠原氏清供養塔 H17. 1.28 浅名 1342 了教寺檀家総代会 

植物 

80 梅山八幡神社の森 S60.11. 3 梅山 181 梅山八幡神社総代 

81 マキの木 S60.11. 3 松原 個 人 

82 イマメ(ウバメガシ)の木 S60.11. 3  松原 個 人 

       

 

国
登
録
文
化
財 

有 

形 

文 

化 

財 

建 

造 

物 

1 (天竜浜名湖鉄道)一宮川橋梁 H23. 1.26 川会 504-12 天竜浜名湖鉄道株式会社 

2 可睡斎瑞龍閣 H26.12.19 久能 2915-1 （宗）可睡斎 

3 可睡斎東司 H26.12.19 久能 2915-1 （宗）可睡斎 

4 旧中村洋裁学院 H29. 5. 2 袋井 260-1 個 人 
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 指定文化財の分布図 
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２ 未指定文化財の概要と特徴 

 本計画作成に際して、新たに市内全域のコミュニティセンター館長と自治会連合会長を

通じて、未指定ではあるが地域にとって大切にすべき文化財の照会を行うとともに、市教

育委員会事務局においても独自のリストアップを行い、策定協議会からの意見をいただき

ながら、別編の一覧のとおり2,989件を確認しました。 

 文化財の種別ごとに見ると、有形文化財は建造物が300件、美術工芸品が776件です。民

俗文化財は有形民俗文化財189件、無形民俗文化財56件です。記念物では遺跡が272件、植

物・地質鉱物が58件です。文化的景観は1,240件で、その他の伝承等が98です。 

学園別に見ると、周南たちばな学園の山名小学校区 320 件、袋井北小学校区 297 件、今

井小学校区 158 件、三川
みつかわ

小学校区 250 件で、合計 1,025 件で全体の 34％、袋井あやぐも学

園の袋井東小学校区 334 件、袋井西小学校区 242 件で合計 576 件 19％、南の丘学園の袋井

南小学校区 226 件、高南小学校区 162 件で合計 388 件 13％、浅羽
あ さ ば

学園の笠原
かさはら

小学校区 166

件、浅羽
あ さ ば

東小学校区 144 件、浅羽
あ さ ば

南小学校区 383 件、浅北
あ さ ば

小学校区 262 件の合計 955 件 32％

となり、市域全体に及ぶものが 45 件 2％となっています。 

 

（１）未指定の有形文化財 

 把握した未指定文化財の2,989件のうち有形文化財は1,076件と最も多く、その中でも、

建造物が300件、美術工芸品776件で、このうち彫刻が702件と高い数値となっています。 

 建造物は、寺院、神社の建造物をはじめ、火の見櫓、隧道、防空壕等 300 件があります。 

 彫刻は、石造物として野仏や道標とともに、砂岩や花崗岩製、焼津産
や い づ さ ん

の当目
と う め

石
いし

（緑色凝

灰岩）製の中世五輪塔
ご り ん と う

、砂岩製の小型の宝篋印塔
ほうきょういんとう

や一石
いっせき

五輪塔
ご り ん と う

、神社境内で見られる狛犬
こまいぬ

や手
ちょう

水
ず

鉢
ばち

、鳥居、灯籠等のほか、第二次世界大戦の戦没者の慰霊と顕彰に係るものだけで

はなく、明治維新以降、日清・日露戦争をはじめとする戦争や事変に出征し戦死した地域

出身の兵士のために建てられた忠魂碑や招魂碑等 702 件があります。 

 

 

 

可睡斎井伊直義墓石 
 

宇刈神社の手水鉢 
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類型・種別 

周 南 た ち ば な 学 園 袋井あやぐも学園 南 の 丘 学 園 浅 ⽻ 学 園 

全    
域 

合 計 

周 南 中 学 校 区 袋 井 中 学 校 区 袋 井 南 中 学 校 区 浅 ⽻ 中 学 校 区 
⼭

名

⼩ 

袋
井
北
⼩ 

今

井

⼩ 

三

川

⼩ 

袋
井
東
⼩ 

袋
井
⻄
⼩ 

袋
井
南
⼩ 

⾼

南

⼩ 

笠

原

⼩ 

浅
⽻
東
⼩ 

浅
⽻
南
⼩ 

浅
⽻
北
⼩ 

有

形

⽂

化

財 

建 造 物 45 37 16 26 40 33 25 12 24 14 13 14 0 300 

美

術

⼯

芸

品 

絵  画 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0 15 
彫  刻 65 92 43 56 112 53 49 64 34 30 64 40 0 702 
⼯ 芸 品 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
書  跡 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 8 0 9 
古 ⽂ 書 2 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 3 0 8 
考 古 資 料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 24 0 24 
歴 史 資 料 0 0 1 0 0 0 6 1 1 2 2 5 0 18 

⺠

俗

⽂

化

財 

有  

形 

⾐  装 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
⺠  具 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 4 5 
芸 能 ⽤ 具 20 17 8 9 11 14 16 10 9 11 15 11 0 151 
⾵ 俗 習 慣 5 17 2 2 2 0 3 0 2 0 0 0 0 33 

無    

形 

⾷ ⽂ 化 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 33 34 
⽣  業 0 0 0 1 2 0 0 1 0 0 2 0 2 8 
⾵ 俗 慣 習 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 2 8 
⺠ 俗 芸 能 2 1 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 6 

記
念
物 

 

遺 跡 45 20 5 39 34 4 32 16 21 26 17 13 0 272 
名 勝 地 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
植 物 ・ 地 質 鉱 物 14 5 4 4 10 4 0 6 6 2 4 1 0 58 

⽂ 化 的 景 観 115 100 75 104 101 108 84 46 65 49 263 126 4 1,240 
そ の 他 伝 承 9 7 4 9 18 19 11 3 4 10 2 2 0 98 

合   計 320 297 158 250 334 242 226 162 166 144 383 262 45 2,989 

 

 

収集した未指定文化財の件数内訳一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修 正 中 
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絵画・書跡では、市出身の書家や画家等による絵画15件、書跡9件があります。 

歴史資料では、東海道線袋井駅から森町までの区間で全長13.7km／全16駅の路線の秋葉
あ き は

線
せん

や車両等、御前崎
お ま え ざ き

市経由で藤枝
ふじえだ

市大手駅までの区間で全長64.6km／全50駅の路線の駿
すん

遠線
えんせん

(軽便
けいべん

鉄道
てつどう

・軌道幅762mm）関係の鉄道関係資料があります。 

古文書では、仲井
な か い

用水
ようすい

関係相論
かんけいそうろん

文書群
もんじょぐん

や寺院文書群等の８件があります。 

考古資料では、発掘調査において確認された古墳時代の鉄製
てつせい

甲
よろい

３領や、茶畑開墾中に出

土した平治
へ い じ

２年(1160年)銘
めい

梵鐘
ぼんしょう

等の考古資料24件があります。 

 

（２）未指定の民俗文化財 

 有形民俗文化財では、風俗慣習として秋葉
あ き は

信仰に関わ

る燈
とう

籠
ろう

や道標などが38件あります。 

 民具は、水稲耕作や茶業生産など、地域の農業を支え

た道具が５件あります。 

芸能用具189件のうち、秋季祭等での曳
ひ

き物（御所車型
ごしょぐるまがた

で市中央部から北側にかけては森町型
もりまちがた

の二輪屋台、市南部の東側

が一本柱
いっぽんばしら

万灯型
まんどうがた

の横須賀型
よ こ す か が た

二輪のネリ、南部西側は大唐
おおから

破風
は ふ

様式
ようしき

掛
かか

塚型
つかがた

四輪の屋台）等が135台と最も多く、山梨
やまなし

祇園
ぎ お ん

祭
まつり

６

台、秋季祭129台(市内の秋季祭は統一した祭典ではなく、秋季

に行われる各地区の神社祭事の付け祭りとして、各自治会が運営する曳
ひ

き物祭り)があります。 

当地でもっとも古い曳き物は、「川井山（読み不明）」と呼ばれた川井村(現在の袋井市川

井)の屋台の記録で、天保13年(1842年)に現在の掛川市谷坂
かけがわしやさか

地区の宮村から買い入れ、高欄
こうらん

や脇障子
わきしょうじ

などを取り付け、森町型
もりまちがた

風に改装し、川井十二所神社と白髭
しらひげ

神社の祭事に曳き廻

したと伝えられています。総漆塗りで蒔絵が施してあり、当時では大変豪華な曳き物であ

ったと言い伝えられています。 

その後、川井村の東隣にある袋井宿の本町や新町においても、曳き物祭りが始まり、屋

台は「鳳冠車（読み不明）」と呼ばれた曳き物であったと伝えていますが、詳細な記録が無

く、詳しいことはわかっていません。 

 

山梨祇園祭の森町型屋台        横須賀型ネリ           掛塚型屋台 

 

新屋の常夜燈 
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無形民俗文化財では、地域食として醤油味で具のない炊き込みご飯で、縁起物として食

べられるほか、給食にも登場する「おさくらご飯（さくらめし）」や、地元産のお米（傷米

や割れた米）を使って作られた「おはたき餅」とともに、袋井南部地域で秋季祭時の御馳

走として食べられている串芋等、当地において特徴的な食文化が 34 件あります。 

文化10年(1813年)、大阪の豪商升屋
ま す や

の四代目当主平右衛門こと片山重芳
かたやましげよし

が記した

『仙台下向日記
せ ん だ い げ こ う に っ き

』には、袋井宿の本陣に宿泊し朝食に出された献立
こんだて

が細かく記されていて、

「玉子
た ま ご

ふわふわ」の文字が見えます。 

無形の風俗慣習 2 件のうち、新築住宅棟上げや秋季祭での福を分け与えるという意味で

行われている「もち投げ(撒き)」は、餅を撒く主催者側より拾う側が熱心で、当地の特徴

的な行事の一つとなっています。 

（３） 未指定の記念物 

 把握した記念物では遺跡272件と、植物・地質鉱物など58件があります。 

遺跡は、縄文時代の台地上の集落跡や、海岸近くの貝塚を持つ集落跡、水稲耕作を主な

生業としていたと見られる沖積地自然堤防上の弥生時代集落などがあります。 

また、丘陵地に造られた古墳群や横穴
おうけつ

墓群
ぼ ぐ ん

とともに、微高地や段丘上の集落跡、埴輪
は に わ

や

須
す

恵器
え き

を生産した窯跡があります。 

古代の郡衙
ぐ ん が

推定地、中世の武家居館や久野
く の

城や馬
ま

伏
むし

塚
づか

城のような城跡、鎌倉時代後期に

街道の宿駅として成立し、江戸時代に東海道53次の宿として繁栄した袋井宿場跡（東本陣
ひがしほんじん

跡
あと

）などがあります。 

このほか近世の旗本陣屋跡や湖沼跡、寺社跡、近世東海道及び宿場施設跡等とともに、

明治22年(1889年)全線開通時のものと見られる東海道鉄道関係の駅施設（プラットホーム）

など、秋葉
あ き は

線
せん

や駿
すん

遠線
えんせん

の鉄道施設跡があります。 

 植物は、スギやイマメ等の古木があります。地質鉱物は、約200万年前の新生代
しんせいだい

第四
だいよん

紀
き

更新
こうしん

世
せい

前期前半期(ジェラシアン期)の示準化石となっている大日
だいにち

砂層
さ そ う

の海生
かいせい

軟体動物
なんたいどうぶつ

化石群
か せ き ぐ ん

(巻貝、二枚貝、クモヒトデ類、ウニ類等)があります。 

袋井市ではこの化石露頭地を宇刈里山
う が り さ と や ま

公園として整備しました。公園には地層断面の露

頭展示をはじめ、市民が里山の自然史を意識できるよう工夫をこらした点や、公園整備に

再現された「たまごふわふわ」 おさくらご飯 
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至る過程で地元自治会とワークショップを繰り返し、地域の地質遺産を住民とともに再発

見した点などが、地質学を社会に浸透させるモデルケースとして、平成25年(2013年)に日

本地質学会から表彰を受けるとともに、掛川層群
かけがわそうぐん

(大日
だいにち

砂層
さ そ う

)の貝化石群が、静岡県の石(化

石)として選定を受けています。 

 

（４） 文化的景観 

景観としては、市内南部では標高差が少なく、江戸時代以前まで蛇行して流れていた河

川の氾濫を食い止めるため、古堤
ふるづつみ

や浅羽大囲堤
あさばおおがこいづつみ

を造り大規模な河川改修が行われたことに

加え、命山
いのちやま

を築き高潮
たかしお

の被害から人々の命を守る中で、豊かな穀倉
こくそう

地帯
ち た い

が形成されました。

この歴史の中から生まれた水田風景である「とうもん」や、水田への導水と、南流する中

小河川が多いことから、日常生活の中で多くの橋梁を使用して生活をしている地域である

ことの特異性を示す橋梁の風景は1,064件と突出して多く、建造物としてではなく、地域を

特徴付ける景観として捉えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「とうもん」の風景 

市道太田村松線新屋橋 
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また、用水施設の２件は、大井川
お お い が わ

と天竜川
てんりゅうがわ

から供給される灌漑用水です。国本
くにもと

、広岡地

域の水田に水を供給している大井川用
お お い が わ

水は、県内でも有数の規模を誇る用水路で、一級河

川大井川
おおいがわ

の水を水源とし、国営大井川
おおいがわ

農業水利事業にて昭和22年～43年(1947年〜1968年)

にかけて整備された灌漑用水です。   

一方、市内の三川
みつかわ

、山梨、今井、袋井西、浅羽
あ さ ば

東、浅羽
あ さ ば

北、浅羽
あ さ ば

南地区へ水を供給してい

る磐田
い わ た

用水は、天竜川本川に建設された重力式コンクリートダムの船
ふな

明
ぎら

ダムから取り入れ、

社山
やしろやま

を越え市北部から南流して穀倉地帯を潤しています。 

用水施設についても、市内を縦横に流れ生活に直結した身近な存在となっていることか

ら、構造物としてではなく、用水の風景として捉えました。 

そのほか、北部の茶葉畑の中を快走する民間鉄道の風景や、河川堤防の桜並木等があり

ます。 

  

（５） その他 

失われつつある市内各所で語り継がれてきた伝承（昔話）が98件あります。 
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市内遠景（南部から） 

第３章 袋井市の歴史文化の特徴 
 
 

 袋井市では、自然・地理的環境と社会、歴史によって育まれてきた歴史文化の特徴につ

いて、次の４項目をあげることができます。 

 

  

 

 

 

１ 川がもたらす豊かな恵みと歴史文化 

 

 市内には太田川や原野谷川を代表とする大小 18 余りの河川が南北に流れ、豊富な水量は

地域の生活基盤を成すとともに、川の周辺には多くの自然堤防が形成され、弥生時代以降、

人々の生活の場となり稲作の発展をもたらしました。東海道や秋葉街道もこの自然堤防上

に立地しており、人々の往来をもたらしました。 

太田
お お た

川
がわ

・原野谷川
は ら の や が わ

沿いには河岸段丘が見られ、集落立地するほか茶畑に利用され、地域

の特産物となっています。 

 

 ア 市内を南北に流れる太田
お お た

川
がわ

・原野谷川
は ら の や が わ

を中心に、豊かな平野が形成されました。 

 

 イ 弥生～中近世の開発によって、豊かな穀倉地帯が生み出されました。 

 

ウ 川は豊かに水をもたらす一方、農業用水としての扱いを巡って、しばしば地域内に

争いが起こりました（「仲井
な か い

用水
ようすい

」関係相論
かんけいそうろん

文書
もんじょ

・「中畦堤
なかうねづつみ

」関係相論
かんけいそろうろん

文書
もんじょ

など）。 

 

 エ 特に、市内の沿岸部においては、「と 

うもん」と呼ばれる水田が一面に広がる 

田園風景を生み出しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 歴史文化の定義について 

 歴史文化とは、「地域に固有の風土の下、先人によって生み育まれ、時には変容しな

がら現代まで伝えられてきた知恵・経験・活動等の成果及びそれが存在する環境を総

体的に把握した概念」（「文化財保存活用地域計画パンフレット」2021 年文化庁） 

市内遠景(南から) 



 52 

２ 「境の地」における往来が生み出す歴史文化 

 

 東西方向と南北方向の道や河川が交わる袋井市は古代より、人や物が行き交うとともに、

それらにまつわる文化が生まれ、伝わり、交わりながら「境の地」を形成しました。 

 

ア 弥生時代の銅鐸
どうたく

については、完形の銅鐸出土としての東限は磐田市
い わ た し

です（江戸時代

の記録に掛川市内での出土あり）。市内では、掛之上
かけのうえ

遺跡で銅鐸
どうたく

片、愛野
あ い の

向山
むかいやま

遺跡では

小銅鐸
しょうどうたく

、大門
だいもん

遺跡の近年の調査では銅鐸形土製品
どうたくがたどせいひん

が出土するなど、銅鐸
どうたく

文化の東の境

の地として、その影響を受けていることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県西部における銅鐸の出土地 

 

 イ 古墳時代後期には、横穴式
よこあなしき

石室
せきしつ

が市内全域に見られる一方、横穴
おうけつ

墓
ぼ

は宇刈
う が り

・春
はる

岡
おか

地

域、高尾
た か お

地域、国本
くにもと

地域に集中して確認されています。横穴
おうけつ

墓
ぼ

は、県内西部では北隣

の森町
もりまち

、東隣の掛川
かけがわ

・菊川
きくがわ

市域に多く分布しており、袋井市以西では極端にその数が

減ります。横穴式
よこあなしき

石室
せきしつ

と横穴
おうけつ

墓
ぼ

の埋葬
まいそう

形態
けいたい

の分布域の境を示す地域です。 

加えて、横穴式
よこあなしき

木室
もくしつ

という特殊な埋葬
まいそう

形態
けいたい

の分布も、磐田原台地
い わ た ば ら だ い ち

東縁と袋井駅南側の

河岸
か が ん

段 丘 上
だんきゅうじょう

の丘陵に限られ、東海地域での分布の境を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 春岡横穴群 団子塚Ｇ群 1号主体部 
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ウ 古代東海道の成立とともに、当市を含めた現在の静岡県西部域は、遠江
とおとうみ

国として成

立します。この地は東国
とうごく

との境となる地域として、遠江
とおとうみ

と近江
お う み

が対比されるような距

離的な認識を、都のある畿内
き な い

地域から持たれていました。 

 

 エ 市内を東西に横断する東海道は東西地域から、南北を縦断する秋葉
あ き は

街道・秋葉
あ き は

線(袋 

井市〜森町
もりまち

)・駿
すん

遠
えん

線(袋井市〜藤枝
ふじえだ

市・総延長64.6㎞は日本一の軽便
けいべん

鉄道
てつどう

)は、南北 

地域からの人と文化の往来をもたらしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料:「駿遠線・秋葉線の思い出」 

  現存する唯一の秋葉線車両（袋井市所蔵） 
                        
 

静岡県西部における古墳時代後期の埋葬形態分布図 
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３ 秋葉信仰と街道の歴史文化 

 

 秋葉山にまつわる秋葉信仰は、静岡県西部に留まらず東海、更には全国へと広がりを見

せました。信仰の広がりは参拝のための街道を発達させ、人々の往来が増加するなかで、

街道沿線に秋葉信仰にまつわる祭礼や風習を育みました。 

 

ア 秋葉
あ き は

山は、浜松市天竜区春野町
はるのちょう

の標高866mの山頂に築かれた山岳修行の霊場です。

江戸時代には聖
せい

観音
かんのん

を祀る秋葉寺と、秋葉
あ き は

大権現を祀る秋葉社
あきはしゃ

の両者が存在し、修験

者三尺
さんじゃく

坊
ぼう

が護神とされ、江戸時代の後期には火伏
ひ ぶ せ

のご利益で注目されるようになり、

多くの参拝者が訪れました。参拝者は県内に止まらず、愛知県の御油
ご ゆ

や吉田
よ し だ

宿
しゅく

方面か

らの参詣道が発達しました。 

市内においても、袋井宿から北に向かい、山梨
やまなし

地区から三川
みつかわ

地区を抜けていく所謂

秋葉
あ き は

街道が発達しました。 

 

 イ 街道の道中には、信仰の発達とともに地域の安全や火防祈願するため常夜
じょうや

燈
とう

が各地

に整備され、市内でも現在まで石製の灯篭
とうろう

や、木製の覆屋
おおいや

を備えたものなどを含め 49

基が残り、新屋
あ ら や

地区では秋葉講
あきはこう

が僅かに残っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「秋葉山参詣道法図」 
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４ 自然災害への備えと復興の歴史 

 

 河川が形成した平野は豊かな恵みをもたらす一方、氾濫や地震発生時には軟弱地盤によ

って液状化をもたらし、沿岸部では平坦な地形が、高潮や河川氾濫による被害を増幅させ

るなど、人々は自然災害を幾度となく受け、復興してきました。 

 

 ア 市内の遺跡調査の成果から、古代より市内が地震の被害を受けてきたことが液状化
えきじょうか

の痕跡である噴砂
ふ ん さ

の検出から明らかとなっています(第８章参照)。地割れや土地の沈

下など大きな被害を受けながらも復興し、再び同じ土地に住み続けてきました。 

 

 イ 市内の沿岸部は現在では豊かな田園風景が広がっていますが、中世以降、河川の氾

濫や高潮
たかしお

の被害を受けながら、耕作域の拡大をしつつ発展してきました。中畦堤
なかうねづつみ

や

大囲堤
おおがこいづつみ

は、災害
さいがい

復興
ふっこう

の過程から成立してきました。 

 

 ウ 江戸時代に、大囲堤
おおがこいづつみ

の外側に位置する大野や中新田
なかしんでん

地区は、標高の低い環境ととも

に、地域の東側に細長く入り組んだ潟
かた

湖
こ

が存在し、遠州灘
えんしゅうなだ

からの高潮の影響を強く受

ける地域でした。こうした環境から、地域住民の命を守るための避難施設として命山
いのちやま

(県指定文化財)が成立します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

                           

 

 

 

 

 

大野命山（左）と中新田命山（右） 

江戸時代の絵図を基にした地形復元図 
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第４章 袋井市の文化財の把握調査 

 

１ 既存の文化財の把握調査の概要 

本市では、平成 17 年の合併以前に各市町村史の編纂事業が終了していて、古文書、考古

資料、民俗、建築、仏像の確認調査が実施されています。 

 

（１）市史・町史編纂 

 旧袋井市は、昭和47年度(1972年度)から61年度(1986年度)にかけて市史編纂事業が実施

され、旧浅羽町
あさばちょう

においては、平成４年度(1992年度)から13年度(2001年度)にかけて町史編

纂事業が実施されました。 

これらの事業では、地域の歴史を明らかにするため、既存の文化財を類型ごと、または

時代ごとに調査研究が進められ、袋井市史は通史編１冊、資料編５冊、図説１冊のほか、

袋井市史資料８冊、袋井市郷土資料目録８冊が、浅羽町史では通史編１冊、資料編４冊、

図説１冊、浅羽町所在文書目録７冊が刊行されました。 

  

袋井市役所  昭和58年 (1983 年) 『袋井市史 通史編』 

袋井市役所  昭和59年 (1984年) 『袋井市史 史料編１ 古代中世』 

袋井市役所  昭和57年 (1982年) 『袋井市史 史料編 2  近世』 

袋井市役所  昭和55年 (1980年) 『袋井市史 史料編 3  仲井用水』 

袋井市役所  昭和58年 (1983年) 『袋井市史 史料編 4  近代現代』 

袋井市役所  昭和60年 (1985年) 『袋井市史 資料編 民俗・文化財・年表』 

袋井市役所  昭和47年 (1972年) 『袋井市史資料』 第１巻 

袋井市役所  昭和50年 (1975年) 『袋井市史資料』 第 2巻 

袋井市役所  昭和51年 (1976年) 『袋井市史資料』 第 3巻 

袋井市役所  昭和52年 (1977年) 『袋井市史資料』 第 4巻 

袋井市役所  昭和53年 (1978年) 『袋井市史資料』 第 5巻 

袋井市役所  昭和54年 (1979年) 『袋井市史資料』 第 6巻 

袋井市役所  昭和58年 (1980年) 『袋井市史資料』 第 7巻 

袋井市役所  昭和58年 (1980年) 『袋井市史資料』 第 7巻別冊 

袋井市役所  昭和61年 (1986年) 『目でみる袋井市史』 

袋井市企画課  昭和40年 (1965年) 『市誌編纂資料報告綴』１ 

袋井市企画課  昭和41年 (1966年) 『市誌編纂資料集』第 2巻「袋井の生いたち」 

袋井市企画課 井伊谷喜一編 昭和42年 (1967年) 『市誌編纂資料集』第 3巻「ふるさと戦国史覚」 

袋井市企画課 井井谷喜一編 昭和43年 (1968年) 『市誌編纂資料集』第 4巻「郷里雑誌」 
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袋井市企画課 川見駒太郎編 昭和44年 (1969年) 『市誌編纂資料集』第 5巻 「明治時代における久努地方の方言とアクセント」 

袋井市教育委員会 平成2年 (1990年) 『袋井市郷土資料目録』 第１集 

袋井市教育委員会 平成3年 (1991年) 『袋井市郷土資料目録』 第 2 集 

袋井市教育委員会 平成4年 (1992年) 『袋井市郷土資料目録』 第 3 集 

袋井市教育委員会 平成5年 (1993年) 『袋井市郷土資料目録』 第 4 集 

袋井市教育委員会 平成7年 (1995年) 『袋井市郷土資料目録』 第 5 集 

袋井市教育委員会 平成7年 (1995年) 『袋井市郷土資料目録』 第 6 集 

袋井市教育委員会 平成8年 (1996年) 『袋井市郷土資料目録』 第 7 集 

袋井市教育委員会 平成10年 (1998年) 『袋井市郷土資料目録』 第 8 集 

 

浅羽町 平成12年 (2000年) 『浅羽町史 通史編』 

浅羽町 平成9年 (1997年) 『浅羽町史 資料編１ 考古・古代・中世』 

浅羽町 平成8年 (1996年) 『浅羽町史 資料編 2  近世』 

浅羽町 平成9年 (1997年) 『浅羽町史 資料編 3 近現代』  

浅羽町 平成10年 (1998年) 『浅羽町史 民俗編』 

浅羽町 平成13年 (2001年) 『図説浅羽町史』 

浅羽町役場 平成4年 (1992年) 『浅羽町所在文書目録』 第 1 集 

浅羽町役場 平成5年 (1993年) 『浅羽町所在文書目録』 第 2 集 

浅羽町役場 平成6年 (1994年) 『浅羽町所在文書目録』 第 3 集 

浅羽町役場 平成7年 (1995年) 『浅羽町所在文書目録』 第 4 集 

浅羽町役場 平成8年 (1996年) 『浅羽町所在文書目録』 第 5 集 

浅羽町役場 平成10年 (1998年) 『浅羽町所在文書目録』 第 6 集 

浅羽町役場 平成12年 (2000年) 『浅羽町所在文書目録』 第 7 集 

  

(２)映像記録 

 映像記録としては、昭和62年度から平成21年度にかけて把握調査を進める中で、15件の

文化財を動画撮影し、記録化するとともに、市立図書館において資料を貸出、閲覧、保存

すると共に、周知を進めてきました。 

 

第１集 源 朝 長
みなもとのともなが

公
こう

御祭礼
ごさいれい

  昭和62年度 (1987年度) 

第２集 木原
きはら

大念仏
だいねんぶつ

  昭和63年度 (1988年度) 

第３集 冨士
ふ じ

浅間宮
せんげんぐう

田遊
たあそび

祭
さい

  平成元年度 (1989年度) 

第４集 傘
かさん

鉾
ぼこ

 平成２年度 (1990年度) 

第５集 遺跡の発掘はどうやるの 平成３年度 (1991年度) 

第６集 懐かしの駿
すん

遠線
えんせん

 平成４年度 (1992年度) 
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第７集 法
はっ

多山
たさん

田遊
たあそび

祭
さい

 平成４年度 (1992年度) 

第８集 西楽寺
さいらくじ

本堂 平成大修理 平成5･6年度 (1993・1994年度) 

第９集 石
いし

ノ形
のがた

古墳発掘調査の記録 平成 7年度 (1995年度) 

第 10 集 なつかしの秋葉
あきは

線
せん

 平成 8年度 (1996年度) 

第 11 集 東海道 歴史の散歩道 平成 9年度 (1997年度) 

第 12 集 山梨
やまなし

祇園祭 平成10年度 (1998年度) 

第 13 集 春
はる

岡
おか

遺跡群 ～見えてきた古代のくらし～ 平成12年度 (2000年度) 

第 14 集 澤野
さわの

医院
いいん

記念館
きねんかん

 - 解説ビデオ - 平成13年度 (2001年度) 

第 15 集 保存修理の最前線 -重要文化財尊
そん

永寺
え い じ

仁王門
に お う も ん

修理
しゅうり

の記録- 平成21年度 (2009年度) 

 

(３)団体及び個人による調査研究 

古木については、袋井市文化協会が調査を行っていて、リストアップがなされるととも

に、東海道沿線では、東海道の松並木を考える会によって松並木の実態調査が実施されま

した。 

 

浅井喜作  昭和50年 (1975年) 『豊沢小史―古文書より見た宝野と菩提―』 

浅井喜作 平成６年 (1994年) 『高部の御所の親王伝説を尋ねて』 

浅岡芳郎 平成29年 (2017年) 『横須賀湊と前川運河・福田湊』 

浅羽町西同笠自治会 平成４年 (1992年) 『西同笠の歴史シリーズ 2 わがふる里』 

新屋の歴史を調べる会 平成25年 (2013年) 『新屋の歴史あれこれ』 

安間 勉 令和元年 (2019年) 『久津部村の寺社』 

太田恒夫 平成13年 (2001年) 『報徳遠譲社春岡中社 百余年の歩みをたどって』 

北みちしるべの会 平成7年 (2005年) 『秋葉古道を訪ねて』 

金原幸雄ほか 平成28年 (2016年) 『我がふる里の記憶』 

小松原時雄 平成12年 (2000年) 『南区の歴史を顧みる』 

近藤キクエ 平成21年 (2009年) 『高塚新道』 

西郷勉 令和４年 (2022年) 『北原川の歴史探訪 故きを温ねて新しきを知ろう』 

柴田静夫 平成21年 (2009年) 『報恩の碑』 

柴田静夫 平成18年 (2006年) 『浅羽の今昔』 

柴田静夫 昭和63年 (1988年) 『浅羽 我が郷土の今昔』 

清水忠雄 平成5年 (1993年) 『三川風土記 ふるさと三川の記録』 

清水忠雄 平成7年 (1995年) 『見取村覚書』 

清水忠雄 平成13年 (2001年) 『見取村覚書』第二集 

清水忠雄 平成20年 (2008年) 『袋井北部地方の民俗』 

鈴木 勝 平成10年 (1998年) 『春岡、少し前のこと』 
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鈴木 勝 平成10年 (1998年) 『村松武太夫家のこと』 

鈴木 勝 平成13年 (2001年) 『村松武太夫家のこと』その二 

田中元峰 昭和63年 (1988年) 『袋井の石仏』 

田中元峰 平成4年 (1992年) 『袋井の寺をたずねて』 

田中元峰 平成14年 (2002年) 『袋井の歴史探訪 百六十余の袋井寺めぐり』 

東海道の松並木を考える会 平成8年 (1996年) 『東海道の松並木調査報告書 ―袋井市における松並木実態調査―』 

東海道の松並木を考える会 平成18年 (2006年) 『東海道の松並木調査報告Ⅱ ―袋井市における松並木実態調査―』 

鳴沢の会 平成4年 (1992年) 『昔を語る油山寺みちしるべ』 

萩田俊一 令和３年 (2021年) 『不入斗 今昔』 

白兎会郷土誌編集委員会 平成15年 (2003年) 『だいにち』 

原田 和 昭和32年 (1957年) 『浅羽 風土記』 

原田 和 昭和35年 (1960年) 『遠江資料集』 

東公民館郷土研究クラブ 
ふるさと学級 

昭和56年 (1981年) 『郷土の昔話』 

日吉 浩 平成30年 (2018年) 『西別所散歩』 

袋井市文化協会 昭和62年 (1987年) 『袋井の名木古木』  

袋井市文化協会 平成21年 (2009年) 『袋井市の名木・古木』 

袋井市立袋井北小学校 平成20年 (2008年) 『ふるさと 北地区』 

ふるさと土橋研究会 平成25年 (2013年) 『ふるさと土橋』 

ふるさと土橋研究会 令和4年 (2022年) ふるさと土橋 別冊『遠江国 山名銀行』 

方丈今昔の会 平成20年 (2008年) 『ふるさと方丈』 

三川歴史研究会 平成9年 (1997年) 『三川の史話伝説』 

山崎逸治 平成８年 (1996年) 『袋井町のれん散歩』 
 

(４)静岡県による調査 

重要文化財や静岡県指定文化財建造物の修理工事報告書は公益財団法人文化財建造物保

存技術協会が、旧日本国有鉄道や旧日本道路公団の開発事業に伴う埋蔵文化財の調査報告

は事業主体が直接発行し、県事業による開発等に伴う埋蔵文化財発掘調査は、静岡県教育

委員会や財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所・静岡県埋蔵文化財センターが実施し、発

掘調査報告書を刊行しているほか、県主体による様々な文化財類型による悉皆
しっかい

調査
ちょうさ

が実施

され、次のような報告書が刊行されています。 
 

有形文化財：静岡県教育委員会  昭和53年(1983年)『静岡県の近世社寺建築』   

・油山寺本堂ほか袋井市 3件、浅羽町 2件が掲載・報告されています。 

記念物：静岡県教育委員会 昭和56年(1981年)『静岡県の中世城館跡』   

・本庄山砦ほか袋井市 10 件、浅羽町 2件が掲載・報告されています。 

記念物：静岡県教育委員会 昭和58年(1983年)『遠江の横穴群』   
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・道ケ谷横穴群・金山横穴群・地蔵ケ谷横穴群が掲載・報告されています。 

有形文化財：静岡県教育委員会 平成14年(2002年)『静岡県の近代化遺産』 

   ・可睡斎護国塔・旧澤野医院が掲載・報告されています。 

有形文化財：静岡県教育委員会 平成14年(2002年)『静岡県の近代和風建築』   

・天理教山名大教会旧神殿・旧教祖殿、可睡斎瑞龍閣が掲載・報告されています。 

民俗文化財：静岡県教育委員会 平成９年(1997年)『静岡県の民俗芸能』   

・冨士浅間宮の田遊びが掲載・報告されています。 

民俗文化財：静岡県教育委員会 平成12年(2000年)『静岡県の祭り・行事』   

・朝長公御祭礼ほか袋井市 17 件、浅羽町 7件が掲載・報告されています。 

記念物：静岡県教育委員会 平成元年(1989年)『静岡県の窯業遺跡』 

・衛門坂古窯ほかが掲載・報告されています。 

記念物：静岡県教育委員会 平成10年(1989年)『静岡県の重要遺跡』   

  ・坂尻遺跡、高尾向山遺跡が掲載・報告されています。 

記念物：静岡県教育委員会 平成13年(2001年)『静岡県の前方後円墳』   

・貫名地Ｂ２号墳ほかが掲載・報告されています。 

記念物：静岡県教育委員会 平成15年(2003年)『静岡県の古代寺院・官衙遺跡』   

･掛之上遺跡、新堀遺跡ほかが掲載・報告されています。 

記念物：静岡県教育委員会 平成６年(1994年)『静岡県歴史の道調査報告書 東海道』   

・松並木や一里塚が掲載・報告されています。 

記念物：静岡県教育委員会 昭和58年(1983年)『静岡県歴史の道調査報告書 秋葉道』  

・常夜燈、道標、町石などが掲載・報告されています。 

有形文化財：静岡県教育委員会 平成31年(2019年)『静岡県の中近世墓』   

・北条氏重の墓塔などが掲載・報告されています。 
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(５)埋蔵文化財 

 高度経済成長に伴い昭和40年代後半頃から大規模な開発事業が増加し、全国各地で大学

教授などの研究者を招聘して、地元の研究者を加えた調査団による発掘調査が行われ、昭

和50年代には文化財保護法が大幅に改正され、埋蔵文化財の取り扱いについて厳格化され

ました。 

旧袋井市では、昭和60年(1985年)に、それまでの情報を整理して『袋井市遺跡地図・袋

井市遺跡地名表』を発行しました。市内における周知の埋蔵文化財の登録件数は279件です。 

昭和61年(1986年)には、静岡県教育委員会が県内の埋蔵文化財の詳細把握のための調査

事業を実施し、それまでに確認されていた遺跡の数と範囲を再整理し、埋蔵文化財包蔵地

(遺跡)の適切な取り扱いについて全県的に標準化するために、平成元年(1989年)に『静岡

県文化財地図』を全面改訂しました。この事業のために新しく「静岡県埋蔵文化財保蔵地

カード」と遺跡の範囲図を作成し、埋蔵文化財包蔵地の根拠資料としました。 

現在は、開発に伴って実施している分布・試掘調査等で得られた知見を踏まえて随時情

報を更新しています。その成果については、担当窓口(生涯学習課文化財担当係)で確認で

きるほか、静岡県庁HPの「静岡県総合基盤情報システム(静岡県GIS)文化財保護課埋蔵文

化財(https://www.gis.pref.shizuoka.jp/?mc=05&mp=401&z=14)」でも閲覧することがで

きます。 

 

年度別埋蔵文化財包蔵地の取り扱い件数 

年   度 平成 29 平成 30 令和元 令和２ 

所
在
確
認 

窓 口 照 会 385 415 441 350 

照会文書（FAX等） 402 409 458 535 

合   計 787 824 899 885 

試 掘 調 査 5 10 7 9 

本発掘調査 0 0 2 2 
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２ 文化財の把握調査の課題 

 前頁のとおり、平成17年の合併以前の市史・町史の編纂の過程をはじめ、県・市・民間

それぞれにおいて、文化財の種別に沿った把握調査が実施されました。 

 一方、未指定の文化財の把握調査は立ち遅れており、特に個人所有の建物、絵画、彫刻、

工芸品、古文書、歴史資料などについて把握が不十分です。 

 遺跡や考古資料、埋蔵文化財、名勝、天然記念物、伝承などに関しては一定の把握が出

来ています。 

 民俗文化財の中では、有形民俗文化財について、個人所有の民具など把握が不十分なも

のがあります。また、無形文化財では、地域に伝わる食に関する把握調査が十分に進んで

いません。 

 文化的景観については、総合的な把握調査が十分なされていません。 

 

調査の進捗状況      ○:調査済み △:調査中 ×:未調査                   

                

種  別 
市 内 全 域 

有形文化財 

建造物 △ 

絵画 △ 

彫刻 △ 

工芸品 △ 

書跡・典籍・古文書 △ 

考古資料 ○ 

歴史資料 △ 

無形文化財 ○ 

民俗文化財 
有形民俗文化財 △ 

無形民俗文化財 ☓ 

記 念 物 

遺跡（史跡） ○ 

名勝地（名勝） ○ 

動物・植物・地質鉱物 

（天然記念物） 
○ 

文化的景観 ☓ 

伝統的建造物群 - 

埋蔵文化財 ○ 

文化財の保存技術 - 

その他(伝承など) ○ 
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３ 文化財の把握調査実施の方針・措置 

 前項で触れたとおり、市史・町史の過程において実施した調査が十分でなく、未調査の

項目について順次調査を進めていきます。 

 有形文化財については、特に個人所有の絵画・彫刻・工芸品・書跡・歴史資料について

未調査や調査中であるため、把握調査を順次進めていきます。 

 無形民俗文化財については、地域に伝わる食に関する把握調査を進めていきます。 

 文化的景観については、地域の意見を聞きながら、まちづくりに活かす取組へとつなげ

ていけるよう、総合的に把握調査を進めていきます。 

※表の担い手の項目の内、「市民」とは住民、文化財所有者、文化財における関係団体、自治会、まちづくり協議会を指

し、「学校」は幼小中一貫教育における学園、高校、大学を指し、「市」とは主に袋井市の文化財担当及び関係部署を指

し、「専門家」は研究機関、専門家、文化財保護審議会を示します。 

施

策 
事業名 事業概要 財源 

担い手 実施計画 

市民 学校 市 専門家 
前期 

２年 

中期 

３年 

後期 

３年 

１ 
建造物把握調

査 

概ね明治期行以降の個人

所有の建物を中心に、把

握調査を市民、専門家と

協力しながら実施しま

す。 

市費 〇  ○ ○ 

   

２ 
美術工芸品の

把握調査 

個人所有の絵画・彫刻・工

芸品・書跡・歴史資料につ

いては調査が不十分であ

るため、市民、専門家と協

力しながら把握調査を順

次実施します。 

市費 〇  ○ ○ 

   

３ 
無形民俗文化

財把握調査 

市史編纂時に調査が十分

でなかった未指定文化財

について市民、専門家と

協力しながら把握調査を

実施します。 

市費 〇  ○ ○ 

   

４ 
文化的景観把

握調査 

まちづくりに活かすた

め、市民、学校、専門家の

意見を聞きながら、把握

調査を実施します。 

市費 〇 ○ ○ ○ 

   

５ 食の把握調査 

生活文化に根ざした食

や、古文書などの資料に

残る食の記録を市民、学

校、専門家と協力しなが

ら把握調査を実施しま

す。 

市費 ○ ○ ○ ○ 
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